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• 蔵数島崎川辿跡第 1 次調牡
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1 筑後北部地区遺跡群 全景 （熊野松ノ下遺跡上空より西側）

2 筑後北部地区遺跡群 全漿 （熊野松ノ下遺跡上空より西南側）

中扉図版



中扉図版

3 筑後北部地区遺跡群 全景 （熊野松ノ下遺跡上空より北西側）

4 筑後北部地区遺跡群 全景 （熊野松ノ下遺跡上空より北東側）



序

筑後平野の中央部、 矢部川中流域北J伐に位附する筑後市は、 占代より水
稲耕作の適地としてUt.」発が進み、 よた交辿の要衝として多〈の人々か往来
することにより、 歴史を刻んできました。

この度報告する筑後北部地区追跡群は筑後巾の北西部に位置し、 筑後di
を代表する弥生時代の蔵数森ノ木辿跡、 中ill:広川荘の中心であった坂束寺
熊野神社、 戦国時代筑後15将のひとつであった西牟川氏の拠 、•.'、r: • 三祁郡西
か「R郷に間まれた歴史股かな地区であります。 今1111の調在では1:に中・近
世の追跡が確認され、 この地域の I開発の歴史を知る Kでのft煎な究料を得
ることが川米ました。

発掘調介から報告淋作成に茶るまで、 各」『ド関係行、 各閲係機関、イi識
者各位には多人な御協力と御援助を頂きました。 ここに心から感謝を表す
る次第であります。 本淋か文化財保泌への則解を深める一助となり、 併せ
て研究森料として御活川いただければ·tいです。

平成17年3 Jj 
筑後rlj教介委具会

教1I長 城戸 ― 男
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塁ì
H.
\f竺
伝
茎

芝翌

戸
1
S
004
 t:J

言―
(lj;一kihL
(＇-
g、
こ

塁妄
＼
念

旦

B,d
苓
文●
[
1
S
D08
·
09
 l:/1\1

誓i

gi
(
」

g
ふ）

1号i、

き

喜ー4、

B,O
翠一
x□
1
S
D1
0
 1:/

言―{-i

芝竺

な
こ

恩
葵

ミ
応
塁
苓

H

塁―x
ご
1
S
X07

塁一
蕊

誓i
き

竺

扇
5)

喜

き

喜4"

B,a
翠―x
こ
1
S
X07
き

ご
茎

塁i

苔ご

忌
ふ
）

i

l翌

き

ご呈

B

晨一

入豆
K02
l:J

言

苔

竺

言
D
ふ）

塁
菜

で忘
臣
苓

13iii�
ft一X●

ミハ一lJJ
w
M-
CD

塁全
ミ

g
iA、

B1d,'J1f.
 Ix:
 :
 .,fハ—=-gu
写
®

邑
菜
ミ
1
ぷ
臣
苓

B-i
〗

fE-
A□
4
呈l�J{V�,
@

翌f、
M.
＼
翠
巴
零

＝
＝L
芦i
きe

li

芸委
ミ
忘
巨
茎＂
l-

三

塁j
◎

邑哀
ミ
翌
U
琴

＝
二
誌
き
蕊）

邑
菜
ミf
竺

邑4,
＿＿
二
起
逹
({)

邑
言f
ミ

旦
落
il-
Kj
U
磐
⑲

-

gl
芦
竺一
臣
茎

含i
(
L
ミ
ふ）

1JM
冷一
x[•K
-））
ut
琺k

u←
H8
e

k芯

(-I
姦
ふ）

I
弱
衷

餐言

旦

晨一
さ
Hill＝

も言
（
一昌、7)'
'?)

l
踪
落
そ―
季
＝―i

旦{
1
S
Xl
0'.,'t4J
 =-H
K
茫
（
一9
D
こ，＂）

l
弱
衷

5斎苫一
巳
零
1
S
X
10
1.:
 翠
蚕J(rj
(D
(
J-llrJ‘-5)
 

l
踪
落
を
竺―
臣
茎
1
S
X
10
t:
JM
蚕I[Ii
Q)
（
怯
竺“>）

l
函
衷

迄言一i

i扇
1
S
X
10
l:
 
喜―

r届）
（

委、
[U
)

一
函
楚
老
琶一
匡
茎
一
S
X
lO
r./1'•1
ltli1fij
@
 
UR

ぎ、3)

忌
衷-『一=
年-
＝
年
零
]
S
KOl
 t
l\'i'i
ttlr101
 (.! ,/U;•
 �)
 

i-

g
E
唇
＝i
巳
挙
1
S
K01
述l=――"-K
茫
（一fi
h
こ．u）

l
函
送
を――手「
＝

旦
1
S
K02I

詈誓
（

忍
ふ）

―-
gl

0忘
＝―
匡
零
―
S
KOl:;'G
奎
芝)L
('-
g
ふ）

l
蔚
怨
老―
年一l-
i
苓
1
S
K
11
W:I＝-l
」l
ユ
蚕
三i
(＇-
g、
こ

一
踪
包
さ―
手一＿一
伝
苓
l
S
K
ll
 1
'1Jil
 ＝-l-，
J
冬
莞―7ri
(11q;11
ふ）

l—
蕊
楚l—溢
翠
＝―
臣
苓
1
S
K
11�q1J―=
Kl
W
芸i-hi
(--i
D
ふ）

r,.; Cヽ3トー�N トー‘tv ゜N N <-=-I-.: N: r.,;. N じト—-i:,.:; N tv N N [',j 

（←ぢ
一
起
ふ）



2 

Pia. ,16 1 
1 

Pia. 47 L 
2 

Pia . .J8 
z 

Pia. 49 I 

蔵数島崎 I I 1 i1!�介 1 SK 1 1 .lt lltll t:M断1fri ( 末か ら ）
JI滋然c1::1�奇u1 ;且i亦 I SK05MdUIJ 1:/r'iltJrl川 ( l'Nカ・ ら ）
蔵数島椅Il l逍跡 1 SK05南1UIJ 1: 1�·1断 面 （ 束か ら ）

蔵数島崎11 1 逍跡 l SK o !) r't.i fllU l: JM断 !Iii (北か ら ）
蔵数島的 1 1 1 逍跡 l SKO!J、ltflllJ UM柑vr 1ui ( 1屈カヽ ら ）
蔵数島崎 1 1 1 逍跡 lSK.05','i:;4!11\状汎 （北か ら ）
蔵数i::i 崎 I l l 逍跡 I SD06公且/:1\壮犬t兄 (』]か ら ）
蔵 数 ），:b崎 I L I 辿跡 111  1.i且物



・｛
は
ど―
-
l

竺
(

L「
さ

言
6
-（＜
迄一名（＇、
こ――-＝⇒
[

9

8

貞―-
5
き―
弓8-
女
左
--P

。

1ミふ

芯
g
や2.ー
-f
t

苔
芸
ざ
ミ―}--
8（一
翠‘
.

lg
gr

芯
＝喜
塔咲妥＿＝

翌芯一手
8

竺―.f
-

J
I-{
~1-

C
g

r

翌
げ
こ
ミ}-き-

＝-｛唇
喜「
9
9[

W

芦
言
詈
9
1

m
,1,

こ
芯宅
逗
竺4P-――
�
ミク

7一1――
iiI
 J

�

:;>
 
:'

:'/
 l t
 

<,t
 {!t,'11
 ＂r[
ミ｝
§w-n
万4
1

芯`＿一—
和＝
言
き玉，rq.I
B
安
吾
祁1 -

逹
2̀
r
1
f
f

誌
蔓
咲I-
{
4-^

S-―
二
(
t
-（-
1-―
g-（
0
1
[
l'l
fl
「

t
-

n

1m
r
5

．ぎ
含去ン｝芍
号（ヽ
•

H-
1-
]

望―-「
'

‘l
I．タリ一
芸

芸t-'t.Iー•

二塁
9
1
�/
9-t心
委
芸
翌湮斗、
S9y-[-
a(
J
5
[．-
3
g
l

翌―t
”⇒
テr"-「
7-（-
T
-
-
h
-

,―
I

6
 [

/
O

Ll
i
S

函l
d[9

•゚ミ心
ご
「―
h」
心

苔§
ざ
こ
喜
呈
竪
急
s
喜
沼
望＿
忌
と―
弓竺’.
3
「
7-
、
名

心
送
さリ
？
竺クァさ’
q

ゃ
→ー
ミI}Tih-
．HIFぷ
竺
i-

‘
9

月
二
呼
遥如
Ul
k}
「
c
ギ一
巨＝豆⇒
7，
ぎ一―
ざ＿
函・ニ―芸

后＂、

さ
f

や
や
T-l
gl[＝＿一
(-

1―-I
=11
 -,

h
 1,

 T
'.ll'I
 ,I•
 l'

H
 =＝-n-
9[

（

S
ゃ
5．
バJ

C
.I←如
正宰
ぷき）i-

2‘
r

4

へ＼｀
m．-．
rm「心
1
f

和

きご裟
函
(-
T
り
1

]．I-
9-

，
竺
r
且琴's
雪咲
き
ご
s

5喜
ミ
翌―
ミ
箆一

t

こ
ぷ

竺言
さ―-l

o
●

j

W

だ羞

急苔
唇
言
召
望
苔9
)

ゴ
ご
喜
こ二-
r
「
JI
I」'
ゴ
(
IJ1

(

9

f

ご7」
百

更
r
苔

q
}

2→
 
fr
)

”
苓
q
}
2
圭

u←}
ぷ
名＿←
が「
T

�
l

J

ぎ一
歪
ぼ，＿一
色
(
O

匡で一
C・ミ
会一
さ
き（ヽ
（
9＇
t,

3

「-
h」
}}
t
f
)

9x-
→
T

醤｛．，一
S
U.l
�

nl"9

日5
9
,
L
7

差
浜
1

{-

心
本
塁―
3- 9-｛一⇒f
器咲妥＿＝送
瑛
，‘-

7
W.[q `
i
-T
号fc"-
,―

1

6
1=『
8
1}
r-

区rl
d-

心(f
ゃ

慈言
想}

p

苔
色
ミ
．芯
翠
言
Il

1

こ
苫
喜
翌
共

r言ミ•

苔．き―-
g

さ
UJ

()一
l

竺きH,=-
モ1
(＝1
で一―
索

迄2 .1
リ
リ

9
4，
芝
t-
＂一
姦
苺l
.

4
n-i"1
ン、•I_I
3}
送
芝N-
9 ー
乞1i

芸竺封rJ
ill
rsl
苔
r
巡
姿｛

志（

姦

心
＂
ャ
ロ
1
1

H
=
f -

．
 -, 

羞
翠
心
索
葉
岩
再

荘
I
g



Cヽ3

一
冬

I

幸一
l:-
『1
「
[-—i-

（

h,
=f

に}
=-f1-=f
3)

＇

（

ざ

忌Hき
llt

袈）
�←｝
g-

+f,「ヽ

...,...
 ""*-

→
 

,
l
 _I

 }<f,1

「一

吝i¢、.r-
t1
辺

翌

翌、

起
i
[
[
-――
三
塁
X

ぎ―_
--
U
〗
ri

ツ―
)至
2

．
苔

言一

言

さ言ギ

堂

][rr
'Jf/t

'.'T SI

芝

℃苓

f
『

ー

i｛
者

き
玉

包
1

をH
MI-―
}

涵

苓
l

3Hi
f i

（

翌一｝
9
 l

 

?.\'1
1
?

1·
)

ー—
全

yrx"←
H
I{

｝で
•

安｀

一き
季
心（～

 

.
9rt-

（一F
=f
5
k-｝一•I
-.I)
り＿・

忍

―-l
t-

＝―
翌

岳委
→
i

妥

=h
ユ9

.
『-

5fi

差
l一

者云至

(
-
E.
t
.

S
l
l
l

i
)

_l=1
H

-l
L'-
,
 

(
O
t-
•

(i
.

s
「
I

I
 
-

)
 
1':
T
 ＝
て
ニ―-9
V

«
H
心
l
D
き
まg

E5

（

t(
い
―
}

S
I
 1
V

忌l
r-0
)

二
）

•一
}
[
(ク

コ
迄
茫
言
辺

盤ー-
M- •一，r-ー
1-
x

ッ
嘉｝
J℃
姿
竺

ツ
1

竺

℃硲
も―
i ー

●
I

翠ぞt
}

ぷ

ツT{

D硲

そ｝ぃ一

牛一
去 ―

ー―

寺V}
」

H
--f ―
袷
涯

-'“
r.
 

（

乞―
f

ぷ”一ユ
S
I
-
l
)
1←}
g-

Yf,-‘
 

(
I

-

―f
•

S
I
l.-
）

堂

(
I

l
.(

）
 1·

s
1

1-1
)
 

f
ri

-

)
-

弓
（

滋f

-
｛

安[「

'

さ
f
や
(-
『I
(

（P.,l
r1
r

n痣
1-ぺ
上}-
弓
f
4
R-
リ1 ,lir

呆1
[f .
x-
q「
英1
「

醤11
H�f·
..r'
.
?.
 



J

—苓

｛令
活

(
il
 I· き―-n)

き―-f-＿--―)Ji�
 

委
J'I

H1ぃ
活

ミ＿
（竺rf1
g

ミ苓

六
I
定

=＝
姿

ご．

I{
 J 

111
'":{‘
 

ぎK
A
―ー"[

f・

茫
b
「'
己
r

ミ―

姿

含

尺
姿

さ――奈

j⇒
f‘

亨
f-＝-
＝云
ご

）一・一.•
 L.
3
f.
 

i一
雰―
>
[

―-i
t
[

M-

X
 

=-
l[
｝]

[
I
i

去
、A▼

芦

f

茫
U

.
Ji

き
塁
含
X

さ
だ
}

(
1
2
 J一―――
1

2
)
]
2
8
1―)
 

(

-
9
 

JJ
 3
0―-）
 

全
言――x
f

を4
K-1-5

臼？、
y
{
注

=-
9、
メ

[

乞一
良
旦＿

J;;(

h'
r

苓

忌l-_
i

文
C
l ,

きll
l-

8"
f·

}J
 =＝i痴
r)

凡

1、

-‘
l
-＿

森
尺

;
L
 

?' 1
 1;L
 

_＿--1
-i
ご）｝

森一―-
I

l_-i-
l、・

芸j
U

)

を
t

芸
苓

字[

盈f
)j
=

l痴
星
芍
x
u

江ぃ主・一森一＿＝
l

芸iu

）苓
l

)j
 

溌
1
と

溌
[.

―-
l、
二

=[i
f
 

苓ヽヘ4
Jd．
含

Ku-．
J—＿元
苓

3 .
 

;
J.'

苓
ヽニふ
涙i

主―_＿
S
忌ー
を
i、
た＝＝―-
b

ふ
毛ー―――-
2Ji,J
 /J、
こ

瓦芦
3

こ
l
fし

4
)一
D

ふ
三
塁
き
言
言＝― 、-
C-

こ
こ
塁
穿

\

F

伝
茎
(
1
=

9I ‘―
[

4、
き

g-

f芯

菱各
t)<、
そ
翌

そ菜―"-1一
して）`
U、
こ
芯
言
虞
i

a.
r

き
斉｀ざ
J

f 、-．ー―
―-Ii

[
i4、-．t
5
)
J
�
7
1―
Lぃ

李→i=-l
h

ぷ
ござ‘

,

J,1琴

令
浴
f

L
t:.
 

6
 J一
1

ふ
三
塁
雫｛ヽ、
f
心i
[i

零
(
1
=

•I ヽ—
i、l、4
4)
，

1
ik

――-
f
l-

K-＝
i
ii

茎
（
芦

l ‘―
i
/
[い
4
[）

2

委
Dへ
ま

g)
i

u、 .
1

[

3-
=-
=
j

→1u—そi斤
L

ふ
ぃ
斤
L
-｝)
-）

、
fr―
-
l＝
き一9
EWi
r
マ

5

1塁
f `l)

ミ
忘
臣
零 ｀へ `-
J
-
g

、ミk
k~

t「
翌
旦
g

J
fし

一(=
{l -

U7)
jヽ、
竺ノ
1

塁
i、
l
L)

を―-
j
[L
i
4，
二
7

J]
 1
6―
-

E

冷
奎
{'
荼{
f

L
,
 
8
 J
 
J
 1
8
1―
←
べ
姜
咲
老
琴一―-
i
ii

写
(-＝ニ ヽー[
-)ぃ
4
[）
）̀1J ,'j

き
ヒ
k

-）
D、
D、さ
fし

1

号
蕊
fヽぷ
邑
4,．
i

l豆
l-
l
た
三
i
u

零
芦
竺
厄＝
亘
言
s
J
J
:
w0
-――ぃ
匂
溢―-
h

苓
亨、
9
J
J
 3
 I―

悶

C恒J悶
翠一 ．
i●
ぶ
漆
f

L
 /

.:. ,
 

i

と‘ •
L:
 ,
J.'�
ff.
 S
苓
5

だy-U '「°

二
1
6 •
 

.a.. 

_, � 

°' O':  ::.., -.., ::.., ;_ - .:,. ;_ ;_ . . . . . . . . . . 
2
1
 

2
3
 

:w
 

3
0
 

2
5
 

2
7
 

3
0
 

oc 

-.1 ::;, 

l
4
 

tv 

....;〗

｀ 
-.:a -、J -.J ． ． ．  

1
5
 

2
6
 

2
7
 

つC

1
2
 

::ic oc ェ. . . 
2
0
 

2
5
 

2
6
 

<D 

゜

恩
f

A-―-l
Ii
苓、
1 .（
姦
吾
)

豆
苔＼
F

已
h、-
「云房
A

I

塁
f

A-＝
Ii
戸
茎

冷
奎,
J ,' ,J

-i+flJ＝
荏

邑干
さ―l
伝
i4、、
I
S
DI
O

(
ヽ
k

茎
•

B
u
C
)

迫
f
t-}-

Mfi

=
B
]-

Hiて＼
Fi
u
『A、、

望――
I

J,' ,J
 1
f
 Ill
 

J
 tl(j
 

豆
f

A-＝
云
茎
―
S
D
0
5
J:
 I)
 t

'r

�
 一—

i

差
(
J

A1乙）
圭区

邑
H̀

A-
=
I

i

苓・
⇒
老
i、

穿＼
F .i
[

茎

苔K .-
j

点
塁い

I
=-il-「
で
K-―-l
A

茎．
n＝l--
i、

苓ヽ、
�-
j

rm,、
H .b

ぶ芝一l-l
ht

邑
f
j
k-―-
I

邑W、

二塁苓
＼

F ．i
u

茎
垣．
y

こや
漆
f

雙
f
l
i
)ド＝

三箪’
-

「全震
A

邑
言
ミ

翌

巴｀l(ヽ

『全塁
A

l
ig
戻＝―
巨
茎

塁―\,
J

苓一
屋

1塁
妥ヽ、
1
gi
E

i受

望
豆
翌
吾

]妥
楚＿
慕＝＝
臣
苓

芦
更

患
f
li}

巳
届
茎

苔
K `lji

こ怠

函
楚ー[-亡
琴＝＝i
it

茎

塁―-

J竺芦
吾

森
き
晨―――
巨
茎、
S

1()
 (}d,\'t)
 I

�
 

苓一
言

亘
ぎ
喜
茎
農l-
M

言旦
羞
ミ←
差i
tぃ

l
函
滋l
]i

苓一[-
i
ii

零，
s
1
2
 (
m
 r-JI:
 1 j

)

 

{r'fr 1
£
 

n塁
l
i

淀＝―
已
茎

•
1

号
苓
ミ

きU
零．
l函
楚
L一
塁―
忌
翠
汽
Fi-―-l
ht

塁f
E
)ド＝
品
茎
j—-

W差
r
溶
f

）蕊
衷：一＿年＝―
臣
茎
与
き）
A
L

漆
j 、

I克lqr

耳
＼
f
心�i
ii

零、
JI―
b吝

注
L

漆
f



な お 、 発掘閻代お J: ひ報 屈闘 成 に 隙 l 、 筑後川 水系）没地開 発 'l�務所、 徳 光 I町機 、 各I関係機関に 多 人· な
御 協 }J を m し 、 た ま た 、 I泣じ(/) )j 々 • 各機I対か ら は 瀾.ff. . 格判it::I':: に 際 し 、 n ,n �tmi教ぷ · 御指1ff を ffl し 、

/..: b ,iじ し て,,射 、心 を K し た し 、 ( JII化1伽l 、 敬称略） 。

小川 !� 樹、 点部 麻 ’人 （ 伽 岡 県教1r1fl 、 1 I 1 1� /I t� さ、 .J 1: I :  iil 11: ・ （ 太\:I. J(.f i li教ff .委 1 l 会） 、 堤 雅樹、
化 I l l 将II)」 （伽 1i·r,1 県 1/.. /\ 久J_ 某閲i1学佼教諭）

4 一



蓑
2

甘

斤
涵
漆

―
 ． 逹
詣l
'l":J
�l'1l

き
竺一」←

ユ畠―
茅
s--i-l-i
芦
苔
沖一

i
--
f

g-

こg--
F
Niri ,-
へ
—一
jJ―k
ぶ
J
RIii!:��/,';
 苓
芦:::I
 tll j{(

2
0
9',
) ＇
葵
f)

｛

H
亜

L、一―ま
忌―(1
2

裟-/;、
室一
巴
ぶ
％fy
d,
 <7) .1tmst:

 Er=l―-,――
こg--
E
ぎいl=-
そ-＝
こ―い）――
¢ー
百
苔
i

ー
や望

=＝-
3
盆
言一IJ'
�t)、
さ
え t1L-l
去否
L

？
ふr
,
塁―
届
き
に「
茎＝ニ
唇
ふ
衷一
L
]
しAk
kl工
苺姿
予i
)
代
芦u. `”
茎

琶l
s
翌
定さ片{
L
L

�
 �
'

� .
 

·
)
fヽ
{-
苓
苓l}d匿
ぺさ
が)
g--
を
{
｝
[
J
ili

べゞ）
ぎ
芝
芸＿5-1
kt
fWI)―I
J:
 1

)
 i)�'I· . L‘

f
し

l詰

望
浜

翌合
に
ベ-
ふ
,- ｀i-＿

豆 ,

ti)
�
,{」 '
送

さ竺屋一
因
ざ-)、
9-
g--
g-―、
翌:
ふ-t--
g--i
g
羞
写斎

室．

き圭人
えi-lq} •
ま

べ[9-t
1
Jを一1̀
L、
3-＝＝

- - -
::,-, - - C エ こ、 ニ ー

こ＿＝
己
ft

き
ぎ＿
云

l

嚢天
翌｛
虔
旦一
2
k

＝云
届零

I森
楚
吝
ヽ
さ
呈
こ^

を完l
g

函
楚
斉
ヽ
ナi1'tM-,;}(
 

-
l

て
f．
三
舜

i

ご
U
零

C', � (,,'l - ::..; - -
しこ ー <C "" �  エ -l 

l

妥
洋J
)i
I
 I 

j

塁，

号一ti-―liii
写

答f』←l-Wi-i
苓

l斎楚
をさ
B
写

ミぃ
三Wi
き
言
U.

1

衷
き

乏芭
巨
写
l

決

函
吝
云
こf
h{
=｝U
臣
U"
2
決

ti
:5
 

!)1J
 

き
lti7

 
m
 

1
7
1
 

1
7!)
 

邑
芝浄臣零
芦

森陪lglitl=j
巨

翌
f

r茫
l

含t
苓

唇
f-＝ヽ
―i-I
伝
苓

一｝
文．
三ヽ
l

/

＞Kn--
)Lil'!�·
 

-
l

そr.-=」笙
こぶ
U
H’

l

そ→＝―
蹂、
ごkiU
写

1
9
1
 

1
9
2
 

1
9
5
 

1
9
6
 

1
9
7
 

2-l(）
 

2
0
2
 

蚕
咀
決
ヨ
涵
罫

蚕
堰
芯
＼
T
厖
雰

=醤
壊
H
河
田
厖
蓉

蚕
唱
園
＼
硲
厖
零

迦
涅
年
毒
田
厖
雰

-lモ
→――― •
8jC
乞g
零

l

踪
斧｛
竺ー[
F
iE
零

Fi
g .

 
3
 

淫
f

翌

品ま匿
図
函
蓉
雌

適
応
繭

雙目
蒻
図
(
S

11
l
一

2
5、
0
0
0)

D
-i-
e鱒
yそ
S
字
＊

｝一
t
二i-
hfjー
き＝―
Lぺ
L

ふ
苫
奎
垣
ff
手—i
k
k
4

゜



“ 

s
6
6-

―)
6
6-

否--iA
8-i

芸
6-

g-
心
<
f
r
ヲ

g-g
云

g
蕊i)~Ar-
二5}
t

ぃ

Hl
i'ZI
PtA'『一-
5-

ぼ

ぃ5_-
心r
i

bHi-―
0z
g

ぷ――

存」nfr-—“
ng

-
1

.“
rn
-1
 Y�
l'lf
?ft
ニ
こi

rg

[-t
.

*l

迂
+
}ヽ
｝｝

Yu――←『-＝

u.
Y=＝ぐ『一――

Yf!tlii'I
 ＝ 

＝
溢
X
寄
轟】

コ――
ぷ
涵」

「
l

二苔
迄
噌一

Z苔
琴l=＝』

「
自
き‘__
 
＿
言＝」

『

U
f
h-
fー
ニ(「
J

（

男？ごi-
g主・一
ここ
き＝至ぶl-—
さき
ふよ -.
g
吐ょ
琶
名}
7
二p1=l

学-
E-l
名!£'
fl.fI

 "JI
 9
'("-べ1-
sこ

さ翌―ー「
全タ
一[

摂一

一

竺
2(
T
1

2．はさ
紹
S
ャ ・
ミfr

,9q1l
1
翌
塁
扇-
gl1 .1
1登
宝
N「
t-9J

:I
)..
 H
'/
 1̀←]
蕊

.』 、
芝(r(,
 :r 9
 1')1d
一
言＿
き
逹
き
f―

シ釜
合

翌

喜i

？
ど―-

ミ孟
書gr(-
2
宝
ぎ
塁i

,．n．
ミ
芯

塁
s

翌

言

塁
言

翌合滋

胃

塁
詈

。＂n-

合g--
g

云
巨―い
It!JJI
 fl
 Qrl1
ち
ご

，r

急
塁竺

g=

（き＝＝
，

ご忘Il-＝＝
苓(-
W]
喜
之
t
.

.
 ミ
さ
7•

こ
委

5Wi.-
｝

)4傘
ふqil
索
翌
汝
s"_-
m
1.1
言(

？
どr
や
ま
〉
心
逗― ，
呈―
デ
き
詈
t

点
1 ••
 
1
 

ミilH
豆
雪”
j

ヨ
き

喜―
デ<hl-
．
ミ
ふ
さ
忌

苔羞

詈
迫

(nl-←-r1
，

ゴ
竺―
T
911
翌
51

互
翌I

菫

号(
Y

忠芸
羞
ぎ｝．
含二釜

；．4
[

8

ふr

ミご
(J1n
:t
Ylll
涵 ．1

，
j

苔
芸・
[=-
呑
�•[-
5k
翠
Y

'．I一―}
涵）

-
9-―
涵 ．’

，1
さ

せ蕊1I
V
 l (/)
「
翌
忌
涵」

苔
岳
吾一t-h
J
T
]

息
2
ぷ
(f一．9(
ぎ`

二

旦翠
('-．． 祖

り1、)
＂』，

祖

豆
喜l
々
(
j一
塁）
I＝-b-
9
辺芯
（
翌`）
者＝l＂＜hl-rr
)-＝
g-
； •

翌
豆「い
V（
二咲
ゞ
ぐ
ツ11＝
そ

hl

唇
至．←

:
芸

K喜

星＝ ．
翌

喜�ーA-
g.3
〉
心

品喜―r1t1r,1

言

g

弓三
塁
娑
S-―-h（一

§

もr

烹塁
互
喜

言
涵

喜

塁
”

ャ
→

ご

言

孟言lI
9
（一
T
（

喜
X
と｝

旦
〗91
�,
�
I)

「3}
⇒
c苓
芝
ン、
斗
翠
ノ一

，
さ
(-l
s[｛
[)

が1-I
迄
C9
⇒
n-
hH
苔」
9
cFヅ

舟
号
を
塁�
U｀
ゴ‘r

。
1{

1
塁il(-
？
tJ

忌

言―

苔

品―)二n-

;.
r-

g

芯

こ喜f
5
6＿
苫
墨―

苔討）

屋一
そT1リ
苫一――1r
nr

言ご

言
品

苔
さ
翌

喜
ミ―i
S1}
言
竺―9

qゞ
,1

苫1
芦

s

望
祠
言
→

芦ぶ
g

五翠

(

Imm-←-＿ヰ．I-
nll
S
り、

n

ミ

ミ
を
置"[I
芸

翌
心
2
こ

ミ

ミg-r_-（ 9-l(-
g
芝

，r

1品―
皇
言
呈

ミ
｀2

3

文芸
手
g
さ
(
Wo
望l-｛～

，tlf

h-）
t
rミ
ぎ
二
悶
皇
3I
S
::t
�1
r

豆

喜

苔2怠
べ
ゑ
唸i .i（ヽ
咲
迄．こ
•一

言

喜

ご―-＝
，

(
X(）（））

言
竺＝·
（
G
O
O

こう

こ函

悶

さ喜

苓ぎ告喜
乏
ミ
I-

2}
芝―一

塁
'(S(）

0)
，

『月

喜
4-
[

去

醤辺
1―-＝

羞i
§―
全
邑―
岳――

9-

芸`{
,

華
S
り
心，こ
＞‘
1._＿＿
忘
（
良

苔＝＿苔

琶――-

m品
（竺一〇）

念
n-l
苓
涎
咽l
心
二
21fr
鼻1一已t
2
1

だ竺心
ヤ

乞き

ミ苔
竺9-

H翌{
9
やIヽ（一
f一l盗

姿｛
，

苔冬＿
q
姦
澄
ふ’f̀-
g
互�r

然
痣
0「
ヨ
茎

•
8
 

(f
芦`
芸＝＝ヱ
ぶ
そ
こ
こ
3[ '
s
f
ざ
逹
ぎ
＄5-
芝

逹
←1l1r

きff9ー

翌i.1
姦

KドLl-=
〗ii．

ぷ苔l
●i
1

心

デ(-
ーl(f
旦＿
乏
i
[

吝
1
A―
ぷ
H
1̂
•
こt

-`
者

c.i・全
登．l9
-

yl

ノ
ヽ

f
言
1
(;
1
)

�

溢「
心
4,9y

Nジ‘
-
l

[

.
Eー）一
l

s
「〗i
T'
P::
n ,::}
 

（
ミ:-r

lll
 s
 Lf
yf
 :-
き

,
1
渓h-―"
t-＝-if.-l-fャ｛
令·-＝-―
←}�．

"-（
こ―-
”床
竺
孟
苔｛

ぐ
ーfーl̀-M-｝＇1=-
注-l-1- ．
s—_l
ぺf-
送r

五苓H
芸rl'iil
rsl
苫一
迫
痣

〗笠痣「f,I
Jrr
型lf
S
ヨ
蓉『辛
菜



熊 軒 水1111 i1t�1ヽ 1 1 次；悶 fr.)

第 3 章 調査成果

1 . 熊 野 水 町辿跡 ( 1 次 調 壺 ）

1 ) は じ め に
熊野水町 逍 跡は 、 筑後市 人'j: 熊野153外に 所 （［ す る ．， 八 女 I i:陵 よ り 西 に 突 さ 1 1 I t. こ li:!t数低J袖位 の 南悧に位；i'r' 

し 、 西 の I↑陵上には111返数森 ノ 木i且跡 、 IY·i側 に は 介 1 1 川 が西 流 し 、 そ の 先 に は 熊野松 ノ ド迅i 跡 、 熊野の低 le:
陵地幣 が1ムーが る ， 椋 翡! O m 以 卜 の 谷地形 に i'L地す る 。 明治 1 5年 t 1s82) ·r: 松 ノ 下 よ リ 分離 し た。

試掘闊ff.では 、 /ix 虻 色の 地 1 1 1 1こ挟 ま れ る 形 でll{'i l仮 色の逍構が中 11 1:(/)雌物 と 共 に 確認 さ れ た た め 、 中 111:v')
水 l l l 跡(/) nj能性か あ る と し て 発枷1 1U.',J 1i: を 行 う こ と と な ・） た ， ,d,\J itf. 対知(1ifi'cは 648面 であ る。 』，Uf.,よ 平成 1 6年
4 月 9 I I よ り 始め ら れ 、 lnJ 年 5 J J 30 1 1 に ...: H を 終 f し た、

2 )  A 区の遺構 (Fig. 5、 Pia. 1-2) 
対象地が逍路お よ ぴ 水路 f巫地で潤代区か細 K い た め 、 i吏 '(,· Iこ末か ら A · B · C 区 と す る ，、 A lメ．は 叫1) 1r.

前は Ii'·.陵南lllUの 制野に ＼・［地す る 水 I l l で、 b. t-. を 0 . 1 m は と枷l り ドげに と こ ろ でギJ l し な逍Hl, 1f11 と な る 逍構 と
し て は l·.JA� 6 JJ,、 溝 3 条 、 水 II I l 枚 を 確認 し た。

土墳
1SK01 (Fig. 6、 Pia. 3-4- 1 )  

A lメ： 中 央部で確認 さ れ た イ況己 11;•1 I: 檄 で、 求1WJ に 1 SK04 、 11り1lt1J に I S DO!'iがf1、I置 し 、 北 側 の I Siく'22 を 切 る 艮

北 中 ＃ 校

・ 10.B

I i  

Fig. 4 熊野水町遺跡 位置図 ( S  :;;;;; 1/2 . 500) 
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/illllf ,t(IITげ1rか < I 次悶 �i)

I \ l{i,5!11)1 
\' lfi K l り

刺l約0 . 7 m 、 知抽約0 . 5 m 、 深 さ 約O . l5 m " i: 軋IIり）傾
さ は N 9 '一E を il!IJ る ，， 検出 nかに 北冴 り に 、1、しし 色砂質
,-. ( l )(1 ) を確＆ し な が 、 1:Jri 観寮(/)粘米杵'/( に は

な ら な V ヽ と 判 断 し な
:... (l)逍構か ら は I:帥 ；岱片 を 出- 1: し た が、 �illil し ）

る も の で は な カ ・ ） た 。

1SK04 (Fig. 6、 Pia. 4-2-5) 
A lメ•• 中 央 部、 J蟷f り に検 I l l さ れ た fり 丸 !� )jJI,クの」：

堀で、 北側 に J SK 2 1 、 西 側 に I SKO l · 22が位 iiり す る
比iJitlt約0 . 6 m 、 ?.\L軸約0 . 5 m 、 深 さ 約(J . 2 m 。 1神川の傾
さ は N - 7 ' E を 測 ふ 梃 I I 時 に 中 央部に ！！．＼ 色砂役
I·. ( J )t1 ) を 確認 し 、 」 」I'1 観寮時 に h1J 平 な 河)J;(イ i を

li1(, 必 し た し か し な か ら 、 I IN と 沖f )J;(,< i と の 間 に は
別 の｝りし ,. も 確認で さ 、 河JJバイ［ も j出構床而に は位附 し

-f� ー て し ヽ な か ） た。
こ の 追構か ら は 日)1p器 ） ，1 を I I \ I·. し た が、 火測 し う

(Y lfi . :,71ll る も の では な か っ た。、' lfi,7!111 

゜
I 

� T� は 后 ＇ゞ L〗II 

� ミ

• 
&': c::; 

し:J 
·;, � 

�̀
＼

 

\
 

Hi, 5�U) 
lli, HliO 

1SK21 (Fig. 6) 
A lメ•• 中 央部 、 米寄 リ に 検 I l l さ れ に イ淀If� I撒で、

1+f側 に 1 S K 0 4 が位iiり す る 此抽約 0 . 8 m 、 夕1i. 1l111i約
0 .  701 、 深 さ 約0 . 1 1 11 , 「軸の傾 さ は N 26 · W を il!IJ
る

こ の 辿構か ら は 迅物の出 l: は なか っ た。

1SK22 (Fig.  6) 
A lx: q ,  火部か ら 検 出 さ れ た楕 l リ 形 に な る と ，息 わ れ

る 1贔であ る 。 叫Ill に lSKO、1 、 1'4 1111J に 1 SD05、 北1111] に
I SK2:{力、イ立iiり｀ し 、 ,H側 の I SJ<O I tこ り） ら れ る ，， 残 (j.部 で
の長 ,1叫約0 . 5 m 、 畑抽約0 . 4 m 、 深 さ 約O . J m 。 l湘hの
傾 さ は N 70' W を 測 る

こ の 逍構か ら は 北物のII I I: は なか ノ に 。

1SK23 (Fig. 6)  
/\. IJ.. , 1 1 火部か ら 検 1 1 1 さ れ た 1�5.J訊，! ヒ堀で 、 東側 に

I SK22 、 西 側 に I SD05が位 iiり す る 0 1* 軸約0 . 7 m 、 矩
,1冊 約0 . 5 m 、 深 さ 約0 . 05 m 。 i:,11111の傾 さ は N-31 "- E
を iJllj る 。

..: の逍構か ら は 逍物の II I. I: は な か っ た。

1SK24 (Fig. 6) 
A 区 中 央部で検出 さ れ た l澤 で、 西側 に I SD02が

位洲 し 、 東側 を 1 SU05に よ っ て 人 さ 〈 l;TJ ら れ る 。 残イf
紅屈数は 111 衛ill!地系、 （ ） は 1 1 ,t.; 11111地糸 部での長抽約 l . 0 m 、 短軸約0 . 8 m 、 深 さ 約0 . ] m , .l:. 

Fig. 5 A 区遺構配置図 ( S  = 1/300) 
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lSKOl 1SK04 

l // "\',I -」 "-([)� 
8 .0m 8 Om 

＼ 一
a.om 

1 

3 2 3 _ 

8 Om 

三
l �l<O I 

I /,\\色砂質 I.
z , 人色／ ル 1
: I 1-N. 色f,11. I

ISl<OI 
l f.1.1色砂慎· 1.
� Ill 色妙
: I /.\1)-1'. 色fi'』 I.
I 11'-('!b'lill L 

1SK22 1SK23 

〔二〕
」

ーロ___.J

8.0m 8 Om 

� • 7.5m ー］年

゜ I m  

Fig. 6 A 区 土凛 ( S  = 1/40) 

柚の傾 さ は N 7 E を 測 る 。
こ の 迅構か ら は 迅物のりI I北． は な か っ た。

雁!Pt水町j崖� ( 1 ;>:,,>1介）

1SK21 

〈〉 __J

8 Om 

\.. ―�__.I 

゜ I m  

15005-

8 Om 

‘‘ 

溝状遺構
1SD02 (Fig. 7) 

A 区中央部西 よ り か ら 検II I さ れ、 火側 に 1SK24が位 ;i'i'.す る 。 北側か ら 束 に 向かい弧状 の柘(1jプラ ン を イi
し 、 約 4 . 5 rn は ど を検出 し た 。 断血形は 皿状で 、 深 さ は0 . 1 m 以 ド と 浅 し 'o Jl]t l: は 賠 茶 色 Kの りt—州 であ り 、

- 9 -



熊野水J遺I'* ( I 次関介）

1SD02 

8 .0m 

A A' ----- �  
1SD05 

-----

二）

I 
— - I -----

----

----- - - 8 Om 

B B' -、一—
/

／] ．

i
 

j Q) 

゜ I m  

／
ニ

a . om 

こ
7 Om 

I SDO:i I.It! 
I I 11/fl� 色妙収 I.

l Jlfl/(Ji. 色f/1 I 
: l !/,\/,}(, 色粘 I
•I 奴色/ II- I· 
5 I.I.I色粘 I·
6 �ti火色妙 （竹札 M杓il't!V.- も く �tr)

I I  7 � 灰 色砂質L (マ ン ガ :,, tH· 少 し 介む）

ヽ
I
 一

Fig. 7 A 区 溝状遺構 ( S = l/40) 

滞水 な ど の腺 跡 は 不 明 であ る。

こ の追構か ら は」：師 器 片 、 上儲怜 片 、 磁 悩 片 を I1 \ -1:: し た が、 脱l化 し う る も の では な か っ た 。

- JO ー



/1101わ 水l!f汎粉 ( I 次；�·, ff.) 

3 2 

.� ← =---—-� ーニ
_ 8 . 0m 

E 
ゞ＇
:： -�� 一叶゜

---一・ 二—•てー ー：

7 .0m 

4 4 8.0rTl 一・ニニ-:-
•• 一 —• 饗 ―

7 . 0m 

ニ:: 
戸—�—ャ—·�·�， 

7 , 0m 

8 Om 

; :  

．． --• .  —•• 三 l- 」 -....:..;;、一 ＜ 

7 Om 

8 Om ·--·-"· 

7 . 0m 

a.om 

1 sx 15 u.i 

97 I SI> 26 JII\」
!18 1 SD 05 1141肌J J'II. J.
9\l l SD 叩 1ltlU!坪 I (ドii.(. 7参mu
uo 蚊f'I色粘俎L (地Iii I.) 

I 褐色J ( ト レ ン 十艇）
2 �t/N. !!I I ( ��11 」;）
3 �  色 I、 rnn· 1-.i 
,j lk色,1,l. 

5 /!.\}火 色;, ,� ト
(j �ti火 色砂
7 ;,\\ 色 ;,, 1し ト
8 茶灰色" ,� I·

Fig. 8 1SX15土層断面図 ( S  =1/40) 
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熊!'t水町潰粉 ( I 次l�Hrl
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41J,630) 
4(i, !!50 

1SD05 (Fig. 7、 Pia. 6) 
A 区 中 央部か ら 約3 . 8 rn 分 を 検 ,1 1 1 し た 閥 布区 を 縦

断 す る 汁り で、 求側に lSKOl · 22 · l3が位置 し 、 西側の
1 SK24 を りJ る 幅約 l . O m 、 深 さ 約 0 . 5 m , 主、1jqhの1碩 さ
は N-I T-W を iJIIJ る 。 断 1(11 Jfク は 西側 は 没い拙鉢状、

束側は深い逆台 JIク と な る 。 求側は竹製の111f� を 入れ
る た め に 掘 り 1fl さ れ た も の て、 人 為的 な軋没状況が
確 t認 さ れ に 。 I l l 」： し た竹製暗製は検出II如.'.( では 良 好
な形 を 残 し て お り 、 こ の 追構が新 し い も の で あ る こ
と を 物晶っ て い る 。 西 側 は 紺灰 色炒質 Kに よ る りt 疇

J11U·. で、 マ ン ガ ン 粒 を 確 ，必 し た他は 滞水艇跡な ど は
認め ら れ な か っ た。

こ の追構か ら は 上 師 器 ） 'i·' ,'J'磁 ）', 、 染付碗、 掬 悩
鉢がIll 1-: し て い る (Fig. 1 4  I · 2) 

( Y •16,620) 
v .J6,ll4o 1$026 (Fig. 5) 

A ll. 西 側 か ら 約 4 . 0 m 分 を 検/lI し た 調 ff. 仮 を 縦断
す る 構 で、 幅約0 . 2 m 、 深 さ 約0 . 2 m o 上•liJIJの傾 さ は
N-9゜—Wを 測 る 。 I新 lfli 形 は 底 1(1i は 111 1 状 で 11t lfii は は
ぽ胴(C と な る 。 こ の溝 は 塩化 ピ ニ ル製の1i;に よ る llti
火 であ る こ と が確認で さ た た め 、 掘 り ,,., rな ど は行
わ な か っ た。
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町足数iよ 111 界綱旭氾 I I IJ I I 令潤填1/,

Fig. 9 B 区遺構配置図 ( S  = 1/300) 

46 ,610) 
46 , 830 

46. tiO_り）
l6,X20 

4Ci ,5_90) 
4G贔810

l(i , 580) 
IG,1:100 

水田遺構
1SX15 (Fig. 5 · 8) 

A lふJl.jjJllJ - 中 央部に か I r て '�Iii約36 . :, rn が検 / J I さ れ
た。 A 区の他の逍構は全て こ の L S X 1 5の I:に ）J赳 ,rnす
る 。 平!(Ji に おい て畦畔 な ど は 確認で さ なか っ に。 1-: 
Jr1観寮の糾i呆 、 2 JM と 3 M の 分）1•1 1/1i は はぽ •jl.・Jn. な 水
平堆校であ る の に 対 し 、 3 10 と そ れ 以 ドの）Vi と の分
粕f.JTに は 多 く の 111 1 ,1り が 見 ら れ る 。 よ た 、 1 SD05が掘
リ 込 ま れ て い る (/) b 3 M 而 であ る 。 こ の 'J';か ら 2 JN 
は現況水111 に 伴 う J-'l!.J:: であ り 、 3 JM は l 段階 古 い 水
川 に 伴 う 埋 ヒ と 判断す る 。 :3 n·� の1 11 1 11 りは 人馬 に よ る
耕作脹跡であ ろ う か。 ま た 、 3 JM 以 ドの似寮 で も 畦
畔の痕跡は i認め ら れ な か っ た。

こ の逍構か ら は 磁器の小片 と 陶 器瓶の'f!'i部 が 1、I I 」.:
し て い る ( Fig. 14  3)。

3 )  B 区の遺構 (Fig. 9、 Pia. 2- 1 )  
B 区 は J\ Iかの 西 側 に 位；代す る Q r淵柘lりは ti:陵 怜i1lllJ

の樹野に ,i:地す る 水 H I で、 A 区 よ り も 一段 翡 い の だ
か、 常に 温気か抜け な い状態であ っ た。 こ こ は 必」：
を 0 . 2 m ほ ど掘 り 下 げ に と こ ろ で平J:11. な追構面 と な
る が、 逍構lfliは A 区 よ り 約() . 1  m は 翡 い 状 況 で あ っ

- 1 2 -
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Fig. 10  

熊野水llf jJ't『介 ( I 次r↓Ht l 

1$030 --- -
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-1SX20-
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||L-
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B」 。]

- -.. 一ー

A I 

e - 7 8m 
B' 

A
 

8.0m ． ．  
A' 

ISIJ30 
l 昭I火色砂質 L: {マン ガン粒多） 4 11:fJ')i. 色紗 （妙粒till
l ,� 色妙 !i I火色砂 ( 2 M t り 1111)
:l II飢灰色砂

1SD25 · 30 ( S  = 1/40) 
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Ith野水町潰跡 ( I 次l� fr.)

1SD35 

,, 

｀
 
｀

 
ヽ

’ ’ ’ ’ 
O 1 m 

7 .Bm 
6 6' 

一

7.8m 
A 

2菜ご
A' 

3 f. 

1 smi; 
I 1'1 色砂 （マ ン ガ ン 粒少tr 1 ,)

2 故 1 '1 色砂 （マン 1/ ン粋少なし,)
;1 11/f灰色札 I:

7 .8m 

N二尺：戸 S

3 

lSl)IU 
1 /;}(色妙倣 1; (マ／ ガ:.,f.,� 多い）
2 I火色砂質 I
3 灰色砂牧 L. ( L よ リ ゆ る ＼ 、 ）

Fig. 1 1  1SD35 • 10 ( S  = 1/40) 

た'』 .:.:. ..:. か ら は 溝 4 条 、 梱 リ 状逍�·Ni :1 J,� を 確認 し た。

溝状遺構
1SD10 (Fig. 9 ・ 1 1 、 Pia . 7)  

B 区 を 縦断す る よ う な 形 で検出 さ れ た 辿構で 、 西 側 では 南
側 に 限 り I l l す よ う な 形 を と リ J.l..[flllJでは 1([線に 走 る 。 B 区 に 1祈
イf す る 追Nitの パ と ん ど を 切 り 、 検Ill 1乏約42 m 、 l�li\約0 . 8 m 、 深
さ 約() . 3 m 。 �!!ttJJ i{(線部分 での j� 軸の 傾 き は N-74 - E を 測
ふ 刑 I:は 締 ま っ て お ら ず 、 そ の 西端は Ir:陵悧野の 川 水路 に
繋がる と 名 え ら れ る 。 こ の IX:uhiの 温気が 多 か •っ た の は lSDl () 
の月！ ヒ を 辿 し て 水分が も に ら さ れ る た め で あ っ r.:. 。 断 lfl i 形 は
逆 台 形 と な る が、 ）米11li は 111 1 11 りがあ り 'I'-」I I_では な い。

こ の 逍構か ら は 須 ）ふ器甕、 �j'し湛器他、 須恵．器鉢、 K師器甕 、

ばIii 器 ） ヤ 、 Ti.徳 、 ,'f磁碗、 i'f磁介f、 1『磁鉢、 ,'J'磁 ） 卜 、 l' I 磁
片 、 染付碗、 プ リ ン ト Jill、 プ リ ン ト 瓶、 陶悩瓶、 陶 悩鉢 、 附
器 碗 、 陶 t叫作 、 胸 器./'i:r鉢、 胸 器 ）＇1 、 ）叫な ど を ,'I I 上 し に (Fig.
14 4 - 29) � 

1SD25 (Fig. 1 0、 Pia . 8) 
J:3 r. メ

ー
•西側 で検I ll さ れ た 逍構で、 西 側 に 張 り Il l す よ う な形 で

弧状に 走 る 。 束側 に 1 SD35、 西側 に l SD30が位 附 し 、 1 SX20 を
切 り 、 1 SDl Oに切 ら れ る 。 検/ l\  ll約5 . 0 m 、 幅約0 . 5 m 、 深 さ 約
0 . 2 m を ill!J る 。 断 血 形 は U ';ニ状 と な り 、 I勺 色砂に よ る りt 小I!. I: 
で あ る 。

こ の辿構か ら は 追物の/ J I I ·. は な か っ た。

1SD30 (Fig. 1 0、 Pia . 9) 
13 Iメ： 西 側 で検 出 さ れ た 逍構 で、 怜j .1じに 縦 走 す る 。 束側 に 1

SD25が位 附 し 、 1 SX20 を りJ り 、 1 SD10に り） ら れ る 。 検I l l此約
5 . 0 m 、 1111,\約 l . 6 m 。 杓I叫は はぱ南北 を 通 る。 途 中 2 条 に 分裂
し た り 、 介流 し て し 段必 を 残 し て い る な ど 複 雑 な造 り を し て
い る が 、 i拉邸IS分の間(1 1 形 は 逆 台 形状 と な る 。 刑 Kは令て砂
がし休であ り 、 求1111] の段必は枷i リ 1(1. し に 伴 う と 判 断 さ れ る 0

こ の逍構か ら は 逍物のIll 上 は なか っ た 。

1SD35 (Fig. 1 1 、 Pia. 10) 
13 区 西 側 で検 出 さ れ た 逍 構 で、 西側 に 1 SD�5が位 四 し 、 1

SX20 を 切 り 、 1 SD1 0に りJ ら れ る 。 検 LJ \ 屁 約4 . 7 m 、 l�/,i 約0 . 4
m 。 i:•hdiの傾 き は Nー 1 9 -W を 測 る 。 ltli 而形は 逆 台 形状 と な
り 、 刑 K は 砂 を 主体 と す る。

こ の追構か ら は 辿物の 出 ヒ は な か っ た。

溜 り 状遺構
B 区 で 多 〈 確認 さ れ た 逍構であ る り 所 々 の ボ↑｛｝に よ り 令 て

ト レ ン チ閥 布 を 行 っ た。
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熊野松 ノ F遺跡 ( 1 次閥ff)

2 . 熊野松 ノ 下 逍 跡 ( 1 次調在 ）
l ) は じ めに (Fig. 1 6) 

叩且 跡 は 筑 後 巾• 大 字 熊 野 字 松 ノ 下
1 1 83 l に 所在す る 。 椋翡 9 m 以下の低
地 に 'ヽt:地 し 、 曲滋rr北 部に は 介 1 1 川 が

1/Lj流す る 。 試掘調在 は 平 成 1 5年J{(に 行
わ れ 、 11,, 地か ら は 細長 い 溝 と ヒ 師 t怜か
I認め ら れ たU そ の 後、 I関係 名· と 協滴 を
if( ね た と こ ろ 、 新設の水路 ビJ� f定筒
所 及 び lrii じ •J礼に よ っ て削 ·r: を 受け る 箇
所の646m• を 発掘 瀾 代 対 象 と し て 筑 後
,Ii教11委µ 会 が尖施す る こ と と な っ た 。
戯介は ,iz成 1 6年 4 月 16 1 1 か ら ri」 年 5 J j  

:30 1 1 ま で行い 、 ..:. り) lllJ iR機 に よ る 及 I一・

除1;- (イi限会�I:徳 光建設に 従1t) 、 逍構
の検出 、 枷削 、 ill!! :Jl: ( 水 杓似．「， 設 i荘作業
は ア ジ ア航測 株 式 会 社 に 委，1t) 、 火 illiJ

（辿構平lfii似l作成は株式 会社J%ii文化
財 サ ポー ト シ ス テ ム に 袋，lt) 、 '!/ ↓'J,:撮彩

（逍構令体'l"j'.真．撮影 は 初浪会 H:·� 1 1 ' ·,-;

真．介訓に委,le) 等 を 央 施 し た。 発掘』，'，l

介 は 小林り作が担当 し た。

2 ) 検出遺構
溝
1SD 1 (Fig. 1 7 、 Pia. 13) 

Fig. 16  調査地点位置図 (1/2 . 500)

瀾ff.Ix北束部に位m す ふ やや蛇行 し た 東 西溝で、 逍構 l→;'I': 部 を 人· き く nu ,,1. さ れ て い る た め か約 1 2 . 5 m

分 を 確認 し た と こ ろ で終息す る 。 溝 111乱は0 . 6 m 前後 、 雌構面か ら の 深 さ は約0 . 07 rn を iJIIJ り 、 nt I: は 沿黒茶色
ト を ＇社す る。 溝底は はばフ ラ ッ ト な状態 を ボ し て お り 、 辿柚の所々 は 現代の�Jt-作に よ る 抄話L を 行 し く 受け
て い る 。 此物は ばiii 器 （小 IIIL) l . 点 と 小） ヤ が/ 1 1: 1: し て お り 、 中 I.II:以降の時期が愁巫 さ れ る 。
1SD2 (Fig. 17 、 Pia. 13) 

1 SD1 と ほ ば •jl行 し た 東 西溝で調1f.lも北束部に位 ii'l す る 。 検 1 11-1«約 7 m 、 溝幅0 . 5S m 前後、 遺構検 1 1 \ lfliか
ら の 深 さ は約0 . 05 m と 浅 〈 、 他かに 溝）氏部 を 残仔す る のみ であ る " J11! I: は 1SD」 と 類似 し た 腹黒染色上であ
リ 、 逍物は仰 か に 皿ill 器 （ 小 !Ill) 2 、•.\,:が認め ら れ て い る。 中 IJt以降の埋没 であ ろ う 。
1SD3 (Fig. 17 、 Pia. 13) 

1SD1 の 南 側 で検t i\ し た。 検 1 1 1 艮約 l () m を illll り 、 中 央束部は一端途 りJれ て い る 。 溝幅 は ltJ: 人 で0 . 80 m 1iiJ 

後、 辿構検 / 1 1 而か ら の深 さ は0 . 08 m を iJIIJ り 、 地上は i配1,\茶色上 を吊 す る 。 叫 溝か ら は 七flili器小 ）ヤが出 」： し
て お り 、 検Ill さ れ た 1SD1 · 2 と ,,,] じ 性格 を 介 す る 同時期の溝であ る 可能性が想定 さ れ る 。
1SD4 (Fig. 1 7 、 Pia. 14 · 15) 

調-1f.lふ村東部 で検出 し た 東西）j i(1Jの溝で、 逍構束端部は瀾布区外へ転 じ 、 西端部 は Jc陵の 谷部へ と 落 ち
込む。 は ば匝線的 な溝で西部は途中 l SU5へ と 分岐す る 。 ‘片 溝 と 1SD5の 切 り 合 い に つ い て 、 堆梢 I一．の状況か
ら は 先後I関係がな く 、 埋没時期 ま では分岐 し て い た と 息わ れ る 。 十:/('j 観察か ら f,'/j.(l)構造 に つ い て 苅 目 す る
と 、 ト 'I'ら部は 断 面 が U 字状 （幅0 . 50-0 . 70m X 深 さ 0 . 40 m 前 後） 、 下 ·1� 部 は 断 面 が縦 艮 の 逆 台 形状 （幅
0 . 35 - 0 . 40 m  X 深 さ 0 . 20-0 . 30 m ) を姐 す る 溝 であ っ た。 ま た 、 埋上に は砂が枇人 し な い粘 ’虹 上のJ位禎/M

- 2 1 -
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仙'llt松 ノ f遺跡 ( 1 ;1.;潤 trl

ル に:rncm.f:'U父の 位j低邸化 し て お り 、 汲い I Sl 15は l SD,lか ら 分鼓 し た Ulj と 思わ れ か ま た 流水の ）f ri'リ に つ い
て は 各々 の 汎底 レ ペル Iやか ら 束 ）i • 西 ）j と りえ し れ 、 こ れ に つ い て は ，J,',J ftl幻ij嬬に あ る 現祝水路の流水 ））
向 と 合致す る な お 、 1 SD4 · 5は現況水路の前 身 であ る 内容につい て は 本文中 で も ，記載 し た と こ ろ であ り 、

溝の性格 に つ い て は I:地悦 界 を 小す I..: めの lメ:Ult1i1りや 1 1 1 畑に 供給J る た めのJI HJI: 水路であ っ た こ と が想定 さ
れ る 追物では I SD5か ら 山 梢時代の l:r.1U i:� 丸J砂<,' I I I: し た が、 I SD4 では 中 11 1·の逍物か l:体であ リ 、 埋没 IIか
期 を 中 111: と 名 え て お さ i ふ ヽ

,t,, 地/,'J 辺では 、 こ れ よ で(/)"式41:11 ,J,� ftlt料• も あ J: リ ，？湘 さ れ て お ら ず 、 J 1 11 ,1淑 文化111 に つ し 、 て は 約,I Cl)地城
と な ） て い る 今 11 1 1り） ，J,'J 介）J� 呆 は そ の 第 1 ル と な る i'し 1Ti な沢料であ り 、 今後に 生か さ れ る こ と であ ろ う し 今
移Uこ JUH炉 し た し 、0

1 9 - l 
1 !) · 2 
J !)  :J 
1 9  .J 
l!J - 5 

I I< '{ り） I胚tはnn. aは /q /J;1f1/1 l.- ,J;·1· 1 

R 術 り· 名 称 悩 Jf� 1 1  /'( h'(/f,(,1M, /f.) 
二 1:-::::: = 

1 げ11, i:;, Jill O 8 . 0  ・・ · - . -
2 11 \J. 1111 0 !i .R  - - -
) II 1jヽ JIil ,< J (. 

● ● ·- - - - -
-

I II )LJ(,、 0 ( 10 . 1) 
― - —- — 

I 磁t怜 碗 '"' 10 . 2 4 . 1  
Tab. 5 出土遺物観察
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熊酎 /1 凡 l l l il't蹄 ( 1 次帖，i11:) 

3 . 熊 野五反 Ii— l逍跡 ( 1 次調 杏 ）
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Fig. 20 熊野五反田遺跡 位置図 ( S  = 1/2 ,500) 

1 ) は じ めに
熊野 Ii.J又 1 1 1 迅跡は筑後 di大,r: 熊野5 1 7 に 所 在 す る 。 介 1 1 川 右料 に イ,,. ; i','. し 、 対料 に は 熊野府 ノ 後追跡が所在

す る 。 枯ntri 6 m ほ ど の•11..t息だが 、 熊 野 ・ 蔵数の微 Ir談 に 挟 ま れ に 谷地形で も あ る 。 護J;} . IいJ\.(J) に めか 介 1 1

川 に よ る 河｝ド段 Ii:の発必は確認 さ れ な い。 明 治 I ii 年以前は西側
の'j". f沖」 の一部 であ っ た。

試掘調ff. では 、 人）加りの溝状逍構 2 本が中 111:(!)油物 と 共に 確認
さ れ た。 』，,1隣 対低(ij禎は 1 75m' であ る ，, (V,',I 1f. は ,11. 成 1 6年 6 月 8 「 l
よ り 始め ら れ 、 l,ij年 8 J J 25 1 1 に こ れ を 終 （ し た 。

2 ) 基本層序
今 1 1 1 1の調布 区 は 水 I I I と し て 利 川 さ れ て い た . l<上を 0 . 1 m は と・

掘 り ドI rに と こ ろ で昭和40年 代 も し く は昭和60年代に 行 わ れ た
河 川 改修 1:1]\,に 伴 う 埋上が確認 さ れ た 。 こ の地上 は 南側 に 向か
い)'/ 〈 堆禎 し て お り 、 出 に0 . 4 m は ど 掘 り 下 げ る と �l 白 色砂骰 K
の地I l l と な る 。 逍構面は約5 . 0 - 5 . 2 m であ る 。

3 ) 検出遺構
追構は介 1 1 川 の流路 と こ れ に ギ 走す る 水路群 、 両 Yi を 結ぷ小
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Fig. 2 1  基本層序模式図
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/Jllりt Id又 Ill ,貴i今 ( 1 次.�1介）

1SD02 1SK03 

5.6m 

1 
L ( （ II l _j 

A ���-----
�(( ＼ 4 Srn 、一 5 4m 

- ISXOS-

゜

5 4m 
B B 

�--� 戸
4.8m 

L 
5 4m 

C C 

4 .8m 

5 . 2m ••一一

l m  二一三
4 . 4m 

Fig. 24 1SD02 • 1SK03 · 1SX04 ( S  = 1/ 40) 

0 . 3 一 1 . 2 m 。 深 さ は 約0 . 2 rn でJi!; j(Jj は は ぽ 平J I し あ る が 、 水 柑I泊j は イ州かに l SDOl lUtJ (北側） が1\','i い。 杓I耶IW)傾
さ は N 2 ' E を illlJ る 。 Iりし I:は 黄）仮 色 の りt—JJll. ト であ っ た n

こ こ か ら の辿物の I I I I: は な か ） た。

土濱

1SK03 (Fig. 24、 Pia. 21 -2) 
rl/1,J 介 駁 中 央部 で検 出 さ れに I:、堀 で、 南 側 に J SX04 · 05が位；i'( す る 。 全長約 l . 6 m 、 幅約I . O m 、 深 さ 約() . 5 

m 。 i洲川の傾 さ は N-67'-E を 測 る 。 .J:�!. ヒは褐 色砂質 ヒ を j:休 と す る が、 細か な 観察は行 っ て い な い。
...:. の逍構か ら の Il l I: 逍物は な か っ た。

溜 り 状遺構
1SX04 (Fig. 24、 Pia. 22) 

瀾介:Iメ• 中 火部で検出 さ れ た 逍梢 で、 北側 に l SK03が位irl し 、 南側の 1SX05に り） ら れ て し ヽ る 。 ‘り 初 、 K部に
l SX05の埋 Iこがr<i.い被 さ っ て い た の で luJ ·辿構 と し てtd,',jff. を 行 っ て い る 。 検 1 1 1 1姓約 1 . 5 m 、 l�fi'i約 l . 2 m 、 深 さ
約0 . 3 m " 」ji川 の傾 さ は N -2l' E を 測 る 。

こ の逍構か ら の 出 上逍物は 、 前述のJ!l\1 h に よ り 不明であ る 。

- 29 -



rru野J1 WII遺M・ i I 次調�c)

5 . 8m — ,  
s 

昭�l'N.色炒 () : f �  か ' . !i /vj ,J. J 1Jlf l� /沖1 か I'{ ;, る）
�\.IA. 色砂 ( I : I 梵心． 卜 部に は , rill)、:<l) / 1 i �Vl
',\\炊色枯 I、; ( lt)/111! ど の ソ ｝がし↓ ら れ る 、 fl,竹 洲I
l"IIA 色、シ ル ト (J也ill)
如火色砂 （ 地 I I J )

6
『ヽ
H
a
b

LSilOS 
I �(),/.;, 色砂 ( ,, ミ J兄l.)
:t n 色妙�'t! ( I 《·m人の妙閃 も い ）
3 灰色"' If I ( ?  ; -/ た）t) 
I II附k色砂•1! ( 2  :hm 人1/) / jが V, 1 . 、 遺物 ・ :�Iiは イ ヤ し 含む）
!i II� 茶I火色砂 ( 7 I・ 梵itl

( S  = 1/50) 1SX05土層断面Fig. 25 

流路
1SX05 (Fig. 25 、 Pia. 20) 

瀾#.I刈i西 側 で約 :10 . 5 111 分が確認 さ れ に 介 I I 川 の 1 1 1 流蹄で、 北側へ 向 か い 間） 出 し て い る 。 束frtlJ (/)舟111 l-< 
い 部分は別 逍枯．の 11J能性 も 残 る が検 I I \ IIか に 分離 で さ な か っ た た め l,ij · ;11構 と し た｀ 即 1. 1.t 砂 ・ シ ル ト • 砂

�
· 

0 5 cm  

＼ ー、

ヽヽ

-'T"l'"f·P,-一
5 c,n 

l）ぐ

。

3
 

( S  = 1/2 · 1/3) 

‘ヽ
―.. 

lSDOl 出土遺物

- ao 

Fig. 26 
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熊野五 /.c. 1 1 1 遺＇が ( I 次10,1知

ーフロ
『 、 23

-, ; ― 
、·, 24 

ヽ

三二ご.1:ミア
ー・ ． ． — -

26 
坦乏:..---=

27 

ー•戸タ
'.:

ー ・./)
'・

• 31 
― •一 -;�;'.�1 ( 32 

憂/

。 5 叩

-- -:1� デー

29 プ三

：： c:::.:r:, 35 

Fig. 28 1SX05出土遺物(2) ( S  = 1/3) 

1 :� - :wは 1吼1Ji 器の杯であ る。 全て1料滅 し て お り 、 調幣は イ,Iリl。
2 1 は し 帥 器の 翡Jィ、 の脚l邪であ る 。 令1本に1料滅が激 し 〈 調整不IIJ)。
22は ヒ師 器の鉢であ る.. Ifり滅 し て い る が、 内外而 に ハ ケ 1 1 が 兄 i、) れ る '.

2:1 - 28は 1、i 器碗で、 23 · 24 は I I 秘部 、 そ の他は底部であ る 。 いずれ も 1科滅が激 し く 訓整不明。
29は 仔磁 llllの 1 1 絃部 であ る . J.l\ 色位 (· を 含 む ）火色の系地に ,'f 色透明 釉 を 削 く 施 し 、 �:-1: ,:,r ,·,: ち I ·.か り 部分

に er人が発迩 し て い る ． 外 血 に は 1 条の沈線 を 施 し て い る 。
30- 33,J. 1'j磁碗であ る 。 :rnは 1 1 紐部 片 で洪水に よ る 堆利澤 と 、思わ れ る 7 I約((下 よ り 1 1 I I·. ., 僅かに 、＇．しし 色粒

ト を 含む）仮 色の索地に II惰めの緑がか っ た透 明 釉 を 施 し ↓［ 人が 兄 ら れ る 。 内 lfli は II枯部に 1 条の沈線 を 施 し 、

そ の 中 に 文様 を 施 し て い る 。 3 J は 碗の体部で、 器収(/) it:/) I·. が リ 部分であ る 。 明J仮 色のぷ地に明 る 〈 ,'r味
がか っ た 絲色の 'I';透明釉 を 施す。 内 血 見込み部分に は 1り lむIが施 さ れ 、 外rf1iに は 地弁 を 施す 。 小）｝ であ る た
めIIJ I確では な い が、 述 弁 は 姐本的に＆視さ れ て い る 。 32 も 碗の 11: も Kが り ms分であ る が、 3 1 と 比べて整II多
は か な り 雑 であ る 。 灰 色のぶ地に）火色がか ←） た緑色透明 釉 を 施すが、 外lfli に は ぶJJ合部分が 兄 ら れ る 。 こ の
媒胎部分は悠JFク さ れ た 様fは 見 ら れ な い。 外1(11 に は 文 様 を 施 し た と 、息われ る 1111 r り が 見 ら れ る が、 小J ', の た
めイ�llJJ であ る 。 33は廿磁碗の1本部 であ る 。 本来は も う 少 し 、［ も I:か る と 、息 わ れ る U 灰 色のJ{I也に緑ががっ
r..: 透リJ 釉 を 施 し 、 内 lfli に ヘ ラ 描 さ で文様を 施す。

34 · 35は 白磁碗であ る 。 34は 黒 已粒 fを 含む 1'1 色の�ri地に近lリ I釉 を 施すが、 1 1 絃端rnsお よ びI勺 lfl i 3 mmは
どは露）lf'i。 35は 見込み部分の破片 で、 明 灰 色の 生地に (I 色釉 を 施すが外J([J 翡台付近 は 露胎。 内 血 に は 円 IむI
ヵ｛ 見 ら れ る 。

5 ) 小結
辿跡の ま と めの 前に 介 1 1 J I I に つ い て 慨昭す る 。 介 ri 川 は 熊 野 Ii:陵 と 蔵数 I,:陵のIIIJ を 流れ る 自 然河 川 で、

現在 は 谷叫に構党 さ れ た 八 女 市の
一

．爪堤 ( ) 684'!堤） や坂I l l溜池 (1900) · 11(1禾U池 (1950) な ど を 水源 と し
て い ふ こ れ ら の溜池が造 ら れ る llり は令節に よ る 水 ！化の増滅が大 き く 、 ）此業） 1 1 水 と し て は 心 し と な い状況
であ っ に と は われ る。 し か し 、 大雨に 見舞 わ れ る と 一気に 水 鼠が妍 し 、 現在 で も 周 辺 に 川 の水が溢れ 出す
状況であ る 。 ま た 小河 川 であ る た め 河 川 改 良 な どの北録 は 残 っ て い な いか、 昭和40年代 と 60 年 代に 河 川 改
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Tab. 6 熊野五反田遺跡 遺構一覧
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4 . 熊 野 宮 ノ 後遺跡 ( 1 次調究 ）

l ) は じ めに (Fig. 29) 

ヽ,,, 逍跡は筑後 di 人:'j:熊野'1平i ノ 後647 · 65 1 - 654 · 655(1) 6 jl; に所在 す る 。 楳閥 9 m 以 下の低地に ·,'!.地 し 、

調牡区の北側 に は 西 流す る 介 II 川 が隣接す る 。 ぶ�/ii\ I翡，�.J1tは ヤ 成 1 5年1な に 行われ 、 当地か ら は 構 と 多 I止の逍
物が認め ら れ に こ の粘呆 を も と に 関係 行 と 協成 を 収れ に と こ ろ 、 新設の水跨工 'I';. f迫箇所 ( 1 , 317mり を
1V紐対 象 と し 、 発掘,j,',jff. は 筑後 di教ff 委 U 会が火施す る ..:. と と な ゥ に。 平 成 1 6 年 6 JJ 1 0 l l か ら 巫機に よ る
k」：除ldイi限会 t i:徳 光紐役に �.it) 、 追構(/)検11 1 、 -thil削 、 測 1,t (水柑I 、1が設iifrl作業は ア ジ ア航測株式会flに
委，tt) 、 尖測 （辿構和(II 似1作成は株式会社Hlri遥文化財サ ポー ト シ ス テ ム に 委11t) 、 r/j'. 貞．撮彩 （辿構全体'lj'.J:!., 
撤 彩 は イJI!}!会社 恕, , ·,)� 瓜．介,,rij に 委 ，tt) 等 を 尖 施 し 、 .,,. 成 1 6年 8 J J 4() n を も っ て終 r し /..:。 な お 、 調介は 小
林1Ji 作が担 ‘り し 、 —•部 で ,-.村 炎 」： 、 阿比留 I :制 の 協 ）） を 得た。 ま た 、 閥ff.区 に つ い て は 現況水路や雌，l貨物
の関係で 3 1刈,1り に 分断 さ れ た の で、 1辿i叫·囀 、 束HllJ よ り A 瀾介Ix: · B 』ff I)( · C 調 介区 と 称 し 報竹する。
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Fig. 29 罰査地点位置図 (1/2 , 500)

II 

2 ) 検出遺構
茎本土層

調伯狐 ‘り地は 水 I l l 又 は 畑 な ど の 耕作地 と し て 利 川 さ れ て お リ 、 耕作 I:は /< I: (約0 . 2 m ) と It 1-: (約0 . 1
m ) で形成 さ れ て い る 。 耕 作 I一． を 除 1:- す る と 中 111:の辿物 を 戦 '/:r に 包含す る llff茶褐色砂'l'l しが堆積 し て お り 、

こ の 己 含州 」.:. 1(( .ド で今IHI の追構が検出 さ れ に。 追朴'I検 / 1 \ I川 と な る 地山 は 淡灰 色砂牧上 を 俎 し 、 こ れ よ り 約
0 . 3 - 0 . 5 m の深 さ では 泊灰黄色砂の.tfUtcM が確認 さ れ る。
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A調査区
c調査区

( X  =25370) 

@ �
1 

X :25740 ® (X =25380) 

三長
※座標

〈25ね い>'j X =25750 
（ ）  U 本測地糸
（ ） な し 世界測地系

l 

1 
(X =25360) 

X =25730 ( X = 25370) 

X=25740 

(Y= -47110) Y =-47330 ( Y  = -47100) Y =-47320 ( Y  == -47090) Y = - 47310 ( Y = - 47080) Y=-47300 { Y = -47250) Y =-4H70 (Y=-47240) Y = - 47460 

B 鯛査区

® 

( X = 25380) 

� - -フ -- ＼ 、ヽ ........ X =25750 

, y � - 47230) I y � - 4745') ( Y = -47210) I I Y = -4743゜ f Y •  —"'"'' I y. -47420 
f Y - -41'120) I Y a -<7<40 

·--...... ヽ
-ー. , .

、→囀 ----------
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---------
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{X =25360) ー ' • • • · - 一

X =-25730 
・ 一'""" '

゜ IOm 

IY , -,7190) I 炉 -'74\0 ( Y a  -47181)) I Y a -4740-0 ( Y = - '7170) 1 1  Y = - '7390 ( Y  = -47160) Y = -47380 ( Y a -471,0) 
I I

Y - -473'0 ( Y a - m,.,,I Y • - 47370 ( Y � - 471<0) 1 1  Y - - 47360 ( V  --'7]30) 1 1  Y ,  -413,0 

Fig. 31 熊野宮ノ 後遺跡遺構略測図 (1/200)
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(1/100スケール）

0 1 2 3
 

4
 

5 m  

d

 

d' 

1SX07 d·d'-d
" 

l 淡灰褐色上 （表土）

2 淡灰茶褐色土 （床土）

3 濃灰茶褐色土 （包含屑）
4 明灰茶褐色土 （包含層 ： 多 く の小石を含む）

5 暗灰茶褐色土 （包含層 ： 多 く の土器片を含む）
6 明灰茶色砂質土
7 淡灰茶色砂
8 淡灰茶色砂 （凩灰色帖土を 多 く 含む）
9 昭県灰色砂質土
10 り］灰茶色砂質土 （ 多位の砂混入）
11 暗灰茶色砂代土 （茶褐色粒子を 多 く 含む）

12 淡灰白色砂
13 淡県灰色枯土 （白色 ・ 茶色粒子を 多 く 混入）
14 淡黒灰色砂質上 （白色 ・ 茶色 を 多 く 混入する）

15 淡灰茶色砂 （多位の砂を混入する）
16 灰白色粘土＋ ．隕色帖土
17 明灰色砂
18 暗灰色砂
19 淡灰褐色砂 （焦色砂質上を含む）
20 淡灰褐色砂
21 濃灰褐色砂
22 淡烈白色砂

23 淡灰褐色砂利
24 淡灰茶色砂
25 24 と 同 じ

26 暗付茶褐色砂利
27 淡汗灰色砂
28 暗灰茶色砂質土 （少旦の土器Jヤを含む）
29 暗灰茶色砂質士
30 暗灰茶色砂質上 （白色砂粒を 多 く 含む）
31 明烈茶色砂質土 （茶色粒子を少し含む）
32 明I.I.\茶色砂質上 （灰色砂利 を 多 く 含む）
33 灰白色砂

熊野松ノ下遺跡 ( l 次潤企）

1SD03 1SD04 標高=6.155m

三
a

 

/o 

5 

1SDo3 a-a' 

I 淡貿茶褐色砂質上
2 淡黒茶色砂質J: (白色プロ ッ ク · 砂粒を 多 く 含むl
3 淡灰色砂
4 濃黒茶色砂質上 （白色プロッ ク混入）
5 淡灰褐色砂
6 濃m掲色砂質土 （茶色粒子を 多 く 含む）

地1l1A : 乳灰白 色枯貿上
地tlJB : 灰褐色砂

1SD04 b-b' 
l 淡貿茶褐色砂牧-t (」：器）�- . 茶色粒子 ・ 紗粒を多く 含む）
2 淡焦茶色砂質上 （灰色砂粒 を 多 く 含む）
3 濃!�\茶色砂質：t. (白色 ・ 灰色プロ ッ ク 多 〈 混人する）
4 暗1M茶色粘質土 （白色プロ ッ ク ・ 灰色砂粒 を 多 く 含む）

地山A : 1L灰白色帖R土
地山 B : 灰褐色砂

1SX07 
襟高=6.500m

c
 

I 
- -�」

1SX07 c-c' 
， 

l 灰茶褐色砂質上 （包含州 土器片 を 多 く 含む）
2 暗茶褐色砂質土 （包含屑 ： 土沿片を多く 含む）
3 淡茶褐色土 （包含層 ： 上器片を 多 く 含むl
l 淡灰色砂
5 暗贔I灰色粘土 （土器片を僅かに含む｝
6 暗灰色砂 （小石 を 多 く 含む）
7 4と 同 じ

8 濃黙灰色粘土 （やや砂牧七混入）
9 濃灰w色砂
10 潰灰色帖土 （やや砂質土混入）
11 濃灰廿色砂 （小石を 多 く 含む）
地IIJA : 淡灰色砂質上
地IIJB : i嚢l天貿色砂

標高=6.105m
l

/
40
ス
ケ
ー

ル

2
L'
 

d" 

2 m  

34 明黙茶色i少質上 （白色粒子を 多 く 含む）
35 淡灰茶色砂 （灰色砂利 を 多 く 含む）
36 JI.I色昨土
37 17 と 同 じ
38 17 と 同 じ
39 暗黒色帖土
40 暗灰茶色粘土
41 昭灰紫色砂質土 ( J'l 色 ・ 焦色粒子 を 多 く 含む）
42 淡灰茶色砂 （烈色砂牧土混入）
43 淡灰茶色砂利
44 暗灰茶色砂利

ロ
ー

I 

I 4
 

lSI<02 
1 包含層 （小Iり形状痕跡）
2 淡灰褐色砂質土 （茶色・ 灰色粒子 を 多 く 混入する）
3 陪/).\茶色帖質士
4 淡灰色砂 （上器片を少駄含む）

地山A : 乳灰口色枯質土
地L!IB : 灰拍色砂

Fig. 32 B調査区 ： 1SD01 • 03 • 04、 1SK02、 1SX07実測図 (1/100、 1/40)



熊野'h" / 1も潰趾 ( I 、J:..t� l't)

B 調査区
溝
lSDOl (Fig. 32) 

崎'/] は B 糾-1tl,(l如束端の 南部に位置 し 、 検i'l \1<4 . 5 m 、 幅0 . 4 m liり 後、 深 さ 0 . 02-0 . 13 m を i){lj る 怜i束―北
西Ji向 を ぷ し 、 溝の北蝠部 は 介 I I 川 の 河 川 跡 であ る 1SX07へ と 向か っ て い る . , 片 溝 と1 SX07の先 後l�J係に つ
い て は把桝 で き て い ないが、 l SX07 1-. JM 断 面 に お い て 己 含/1"1 であ る 暗灰茶祀色 ,�ー を 且辿 し て い る こ と が観
察 さ れ た ( 1 SX07 29 · 30/r1 ) 。 '", it'it(l)」IUiし Kは Ill})')(茶色砂質 I冷． を Jふ叫 と し 、 j皮f/rj に 白 色砂粒 を 多 く 含ん
でい る こ と か ら 流水 かあ っ た も の と 判 断 さ れ 、 溝}if; の似j低派 よ り 怜i束 »北西への 流れ であ っ た と ・サ え ら れ
る c 辿物は 須 恵 t枯 （避 • 鉢） 、 I: 師 器 （ 小 Jill ) 、 イ i製 品 （イi鍋） が出.I·. し た 。
1SD03 ( Fig. 32、 Pia. 28) 

陥府 は 1SD01 と は ぽ,,1.行す る 汁，j束ー北 西 ）:j liり の 溝 で、 途 中 は l SKOZに りJ ら れ る 。 こ れ よ り 北端部は 河 川 跡
( 1 SX07) 及 びl SD04 と 接す る が りJ り 合 い に つ い て は .{�IリJ であ る 。 検11 11.f約8 . 5 m 、 l�li\ l . 1 - 1 . 5 m 、 深 さ

0 . 28ー0 . 52 m を 測 ふ 溝底及 ぴ11h1 Lドは は ぽ安定 し て お り 、 断血 Jf� は級や か な 逆 台 形状 を ' ,tす る 。 堆禎 l:は
叩f1 城 ( 3 · 4 )(,1 ) で 1りしれ て お り 、 一定 litの 流水か あ っ た も の と 想定 さ れ る K 帥 器 Jヤが /1\ t し た ，9

ヽ
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3 m  
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標高-6. 455m

＞
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璽
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ISD08 · 09 
I ,  i災苓灰色 I: (包含M : 」 -�-· )',ー ・ 茶色f,\ (· · 砂粒を も 〈 n·l
2 .  11/f/.\\l� 色粘質 L;
3 .  iil!.'.1.1灰色紗質 I.: (鉗色 ・ 茶色粒fを J < 祖 人 す る ）
，I .  暗茶褐色妙質L:

!i. 1炎/1(碁褐色紗'I'( 」: (11色 • 苓 色—ru 1 ク を 少祉irt入する）
6 .  明!IL(1色紗\H
地1 11 : !IL灰 i'I 色砂'l'l l

Fig. 33 B 調査区 ： 1SD08 • 09実測図 (1/100 · 1/40) 
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熊,rn .1 1�;tt� ・ ( I 、火閃1'i:.)

1SD04 (Fig. 32、 Pia. 28) 
1U',J rt区末端部で確認 し に 南 北 ）j 向 の 溝 であ り 、 北部は 1 SX07 と 1SD03に接す る。 追枯 IIIJ の 明 確 な りJ り 介い

は確必 で各 て い な し ヽ か、 1 SX07 1:/汁 断 面 に お し ヽ て 黒 茶色砂t'{ l:  を J.�,J.',J と す る J'l1.」·. ( J SX07 31 · 32/竹） が確
必 さ れ て お り 、 1 SD0 1 と 1 11]様に 河 川 跡 の 1SX07を 1'↓ 辿 し て い る こ と が サ え ら れ る， 検 III 1st 約5 . 2 m 、 幅

0 .  8- 2 .  0 m 、 深 さ 0 . 2 1 ーo . �2 rn を 測 る ， t晶の杓(1jプラ ン は 1�安定 でやや,(,LiL て い た か、 ドイ,i.は比校的安定
し て お り 、 J1Ui'< r. に 多 く (/)砂 を 含 む こ と か ら 一 定 情 の 流水 が あ ） た し の と 想定 さ れ る 。 1fいぶ 器 （常滑系
甕） 、 I·. 師 器 、 楡人陶磁 器が/I I. I: し た。
1SD05 (Fig. 32) 

1 SD04 f/) 111.j 隣で確認 し t..: 1fJ 北洲であ る 先述 し て ぎ た 渦 と 111]様に 北 部は lSX07に 接す る ， i!H,t . 1: は 黙 始 色
砂質 Kの りI · M で残N状況は 地t く 、 検II I  J乏約3 . :{m 、 1p;u() . 6- 1 .  4 m 、 深 さ () . 08 m を 測 る
1SD06 (Fig. 32) 

1 SD05(J) 11り illU に 位ii'i し r,り の 北 tmは I SX07に 接す る ift枯は痕跡 を 仲 か に Wt め る の み で検 /l l lxl . 7 rn を 測

る， 辿物は I I I I: し て い な い，
1SD08 (Fig. 33、 Pia . 29) 

8 ,J.� 介lメ. " I 火部のやや 1j,!. よ り に 位閻 し 、 1 SD09の はば中 央 を 1H 北 ）） 柏w 走 る < }ljl [: は 暗I火 出 色砂質 I·. を 'jl

し 、 1 SDO!J を lJJ る よ う に 検I l l さ れ に が、 I SD09即没 過f,�の ・部であ る 11f能性 も 名 え ら れ る ， 検/II lも 約 I l m 、

幅0 . 6一 I . L m 前後 、 深 さ o . :{ m 前 後 を 測 る 。 L帥船）i がa'II上す る
1SD09 (Fig. 33、 Pia. 29) 

1SD08 と りJ り 介うた南北溝で、 途 中 1 SX07へ と 分般す る 』 油の l�Jr 1fri 形は絞や か な U 'r:状 を ' ,\ し 、 溝底に は
t: '/ 卜 状の作みか認め ら れ る j: 体の汁り は 検 出 K約 1 1 m 、 幅3 . 0 - 4 . 0 m 、 深 さ 0 . 4 一 ll . 1 3 rn 前 後 、 分岐 し t·
哨)Ii検/ I lk約2 . 3 m 、 州t.10 . 4 m 前後、 深 さ 0 . 03 m 1iiJ後 を 測 る 。 I II Li且物は 八· い。
1SD10 (Fig. 34、 Pia. 29) 

B ,J,'J1tlメ•中 火部のやや 火 よ り で検1 1 1 し た IYJ -11: h lirJの構で、 北部は後述す る 河 川 蹄 ( I SX J I ) を 切 リ 込 むJ

_.,....,--

檬iii 6 455m 

-.... .. 
1SX11 

lSl>llK · O!J 
I .  t;ll�l/x色 L <包�Jt1 : I· 説 I \' . 茶（り·� r- . 砂t/J.を ；も く 介む）
2 . llll/1111<包粘質 I.
:l . lit. 灰茶色紗 （貨色 · 条 (1,Jlf. I' を し く 11,\人す る ）
,1 , i火）大色砂
:, . i:kl火色紗 （州 ('!1� r, ・ プ tJ ッ ク t 少 し rし）
G .  1�1火色砂 (!!.\ 色t� f,を ・多 く 令しi )

゜ 1
/
40
ス
ケ
ー

ル）

(
1

/
100
ス
ケ
ー

ル）

0

1

 2
 

l m  3 m  --
Fig. 34 B 罰査区 ： 1SD 10実測図 ( 1/100 • 1/ 40) 
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附lJ\tH ノ tふn�介 ( I 次沿�]だ）

sx 1 2 · 1 4 と l,i]類の性格が 打 え ら れ る 0 束播系鉢、 ‘常滑廂甕、 I·. 帥 悩 Iヤ 、 」·L器 （椀） 、 楡人陶磁器、 石製品 （砥
ィ，: · A\lll� ;u 片） 力くi ' I I 上 し た。
その他の遺構
不明痕跡 （付図 4 、 Pia. 3 1 • 32) 

B 調介屈か ら は 、 小1 1 J JI多状 を りlす る 痕跡 （ 以 F 、 小11- J M状似跡） 、If;_ぴに 細 〈 筋状に延1.fる艇跡 （以下、
筋状机跡） が辿fl'/)検 I I I 而 で 1� 中 し て 確認 さ れに。 各痕跡のプラ ン に つ い て 、 よ ず小円 形状狼跡は径 5 � 10
和度、 深 さ 10cm 以 内 を iJIIJ り 、 1確 i は 小円形状 、 底部はす リ 体状奸 し 〈 はi'.= Iこ利ん だ状態 を ' 1 ! す る 。 検i'I I t/ri 
では こ の 小円 形状痕跡が りtィ木の も の と 密 集 し て あ る 杓I此 グルー フ 化 し た も のが確総 さ れ て お リ 、 群 を 呈 し
た痕跡は 桁I ' J IF� 状 ・ 不整1 1 1 形状 ・ 述鎖状 に 確認 さ れ る な お 、 底部は 111 1 凸状 を ぷす。 一 ）J(!)筋状痕跡は 1N
線的に 延 び る も の 、 細カ ・ ＜ 蛇行 し て延 ぴる も のがあ り 、 何れ も 幅は 5 - lOcmf'i. l紀、 深 さ は 1 0cm以 内 を 情 す
る ，』 則I:につ い て 、 両脳跡は何れ も 包含1�1 Iて に 類似 し た 暗 茶褐 色砂'£Ii I·. を Jふ淵 と し て お り 、 各 りt 体に よ っ
て i'i 卜の上壌に変化が認め ら れ る 。 更に 分布状況に つ い て 、 小円形状痕跡は 調ff. Iメ

．
．内全城に広 〈 分布 し て

い る の に 対 し 、 筋状痕跡は現介 LJ 川 と の境 界付近で認め ら れ て い る 。
小円 形状狼跡 ・ 筋状痕跡に つ い て は 今11 1 1不明逍構 と し て報作 し たが、 ,1,, 地が永年に わ た 、） て 耕•作地 と し

て 括川 さ れ て い た状 況 を 踏 ま え る と 小円 形状痕跡は 耕作IIか に 人や動物 （牛 . ),TI, ) が残 し に 歩行痕跡、 筋状
般跡は鋤や鍬 な どの追具で枷11111 さ れに痕跡 と 推測 さ れ る 。

1SK25 

憬高=5 600m 

1SK26 

撮高=-5 600m 

,
／

 

,q 
山00£ ' S=翠謝

q 
8Z 'LZ>iSl 

1S_!?29 櫂高 =5.600m

菖A•. 

Fig. 35 C 調査区 ： 1SK25-28、 1SD29実測図 ( 1/40)
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熊!lfrf / lUUり. ( I ぶ��)

1SX14 (Fig. 37、 Pia. 35 • 36) 
土師器
1(- (48) i本部細)\ で如Iii/釘托(1) た め 潤 格 心リJ� )胎 1 は !.I.\ 色粒 [-、 赤 色粒子 を 含み 焼J成はややイく良 であ る
色iJ,1は淡柑 白 色 を ',tす る ，
小」(、 (49) 淡 n 茶 色 を ＼！ し 、 I: I f¥.-9 . 6rrn 、 底 径6 . 4cm 、 器翡2 .9cm を 復1Jilす る。 外底Ii. 糸 り） リ 、 内 外 而は J
コ ナ デであ る 。
Jf >< 碗 (BO) //蹄IS細) ', で底径 1 1 . 0cm を 復 /J;(す る。 休部 ド位に ヨ コ ナ テ',d/.J格択が1-Yしか に 残 り 、 他は調整は
l糾tG1) に め 心UJ 淡条1' 1 色 を '1' し 、 微砂粒 、 ！！、＼ 色粒 r 、 fり i叫J- を 少 :,t含む
瓦質土器
火鉢 (�1) 淡I火 茶 色 を l,! し 、 I I 紐端部は ヨ コ ナ デ、 内 外 1Mは 枯lj も 1:1 を 施す
白磁
碗 ( 52) 淡I火 れ 色の糸地に llf'i}火 緑 色釉 を b船 l k. 宰府 V ま た は VIII刃i。
籠泉窯系青磁
碗 (53 · 54) と b に 1 1 枯部細 片 で53ft 無 文 であ る か、 54 は 外 1(1[ に 総世弁文か施 さ れ る 54は 太‘約(.f I l ·h 
類。
1SX15 (Fig. 37 、 Pia. 36) 
土師器
i鍋 (55) I I 絃端部Jft は 台 形 状 を 'i!. し 、 端部に縄 1 1 文が施 さ れ る 。

須恵器
鉢 (56) I I 秘 部細片 で:li.紐状 を ',l す る 。 束播系か，

瓦器
悩 (57) 底部細）ヤで調整はJ�it,l:しの に め イ�II)し 色調は 淡 t'I 灰 色 を ＇社す る
白磁
碗 (58) 淡灰 l'I 色のぶ地に 1111}火緑色釉 を 施九 太",1:J(.J V よ た は VIII �!!
龍泉窯系青磁
碗 (59) 1 1 紐部細）ヤ で淡応 l 色のふ地に 淡 w緑 色(/)込lリJ 釉 を 施J
石器
砥イ i (60) ii仰製の砥ィ i で＆川i 及 び1111] 1(1iの 3 1(11 を 砥而 と し て1史川 し 、 細 か な 線 刻 か残 る 。
ピ ッ ト
1SP20 (Fig. 37 、 Pia. 36) 
瓦器
椀 (61 ) 底 ti降fl 片 でF切ものため ，J/J賂イ�IIJJ。 色瀾は 淡荼灰 色 を 'rtす る 。
c 調査区
土坑
1SK27 (Fig. 37、 Pia. 36) 
土師器
小JIil (62) ll°HflS細片 で外底は 糸 りJ り 、 内 外 1r1 1 は ヨ コ ナ デか
表土 (Fig. 37、 Pia. 36 • 37) 
土師器
K鍋 (6:3) I I 紐祁」渕如fri に 縄 1 1 文 を 施 し 、 !*Jr 1fti 形 は 台 形状 を ',t す る 。

須恵器
鉢 (64 · 65) と も に 束播糸 と 息わ れ 、 I I 絃端部が 1:.絃状 を 情す る 。 64 は 淡 t' I J火 色 を ',!. し 、 /If; 上に 徹砂粒、

!. し＼ 色粒 (- 、 l'I 色粒イを 含む。 焼成は良好であ る 。 65は 似I 面上で復l瓜 し て い な し 、 が I I 径は :>.6 . 0cm前後 と 息 わ
れ る ， 淡 茶灰 色 を ',! し 、 /Jfi トーは 微砂粒、 黒 色粒 f、 l' I 色粒 f を 少 枇 含む。 焼I必艮好。
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Fig. 39 蔵数島崎田遺跡 遺構配置図 ( S  = 1/250) 
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Fig. 40 1SK01 ( S  = 1/40) 
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6 2m 

1SK02 (Fig. 4 1 、 Pia. 43) 

,OiJ ff. Iメ
．

．北IJIIJ で確認 さ れ た 楕 I リ 刑 l欺で、 求側 に 1 SK01 、 I村側に 1 SD06が位；i'l し 、 •部は ,�i'J ?f. lふlり側 に延ぴ

る， 艮軸約I . 6 m 、 賊抽約0. 7 m 、 深 さ 約0 . I m , l渾11<1>1"11 lrt は Nー22 E を il!IJ る 刑Lは llf'i /-N.色粘質 I·.に よ

る りt がI\ I: であ リ 、 追構(/)桧邪は'I · .I.I�痕跡に よ り ,fjLJL て い る 。

こ の逍構か ら ,1:�n心器J{-ヽ �fl忠盛Jヤ 、 I胤ifill、 I: 船 、 I訓i悩片 、 砥イ, t・ / 1 1 · 1: し たが、 し ヽ ずi L も 似l化 し う

る 物では なか ） た

1SK05 (Fig. 42 、 Pia. 46-48- 1 )  

調1f.l.i<�北1ll!J で確認さ れ た H訓 形の u廣で、 北1Jlll l · I SX02 · 03、 西側 に I SD06、 1H!HIJ に I SX 1 0が1 ）ヽ 附 す る

lと軸約2 . 5 m 、 知柚約l . O m 、 深 さ 約() . 2 m。 じ柚の傾 さ は N 72 E 1・ iltiJ る 'V· 血 形は複雑iこか、 1—:Mか ら

は 1 · 2 M に よ る IH邸l!.没 と 名え ら れ る

こ の逍構か ら は I·.鍋 、 七師 llll 、 l湘Ii 器）ヤ 、 1· 1磁碗、 1
1
1磁 ） t 、 11f磁 片 、 •I'ば か1 1 1 :t し て い か (Fig. 45) 

1SK 1 1  (Fig. 42 、 Pia. 44-45) 

凋介lか 1 1 火·部で僻認 さ H t..: fり ）しkl;形の I·)廣 で、 北1lllJ に lSX I O、 1tJ illl1 '.· I SE 1 2か位；i'c す る。 1-<軸約l . 2

m 、 知柚約0 . 8 m 、 深 さ 約0 . 2 m, l: 柚の傾 さ は N 10  E を 測

る 雌 Kは黒J,N, 色粘質 t を ）k本 と し て い る 。

こ の遺構か ら は 直j�怜兄 I濯i IITL、 LOiii 器） ',· 、 イ［材 を 出：I:: し

て い ふ (Fig. 45) 

溝状遺構

1SD06 (Fig. 43 、 Pia. 48-2) 

瀾1'EIX:-lt lllll を N-70'ー E に 走 る rlり で 、 約1 . 3 m 分 を 龍認 し た。

深 さ 約0 . 2 rn 0 大部分 は 西側へ延 ぴ る と グ え ら れ る。 北側 に l

SK02、 束側に 1SK05、 南側 に lSX I Oが11Y ii'tす る。 J間 1-. ,よ 暗茶灰

色枯釘 Iこの りl • j: 用 l::で あ る 。

こ の辿構か ら は t:r.,u器 片 、 瓦器片 、 イi材 を Ill : t-. し に か 、 似］化
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蔵数,:i,的 I U 遺if ( 1 次Iii.I fr. ) 

lSl\!15 
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(i ur,/� 芥色 I; < '1 · 11雑•も粋 I )

7 , 火色粘収I

ISi<! i 
l 灰 色*I, I 
2 I.II! 天 色tl,t'L I: 
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� 二二＝乏こ

Fig. 43 1SD06 
( S = l/40) 
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Fig. 42 1SK05 · 11 ( S  = 1/40) 

し う る 物では では な か っ た 。

1SD15 (Fig. 39) 
瀾布区南側 で約9 . 5 in 分 を 検 I I I し た。 わ抽 の似 き は N-84'-W

を 測 る 。 l�l.七 は 地 1 1 1 の灰 色粘 1'l t: と -ix: I: の化色 I:か ら 1必 る 枇合 K
であ る。 こ の逍構か ら は 1ボを Ill t し た。 こ の 」：秤は地 ,(;の 方 に
よ る と 蔵数集落 か ら 発 し 西へ延ぴて い る と の こ と であ っ た。 そ の
た め現代の逍構 と 判 断 し た 。

こ こ か ら は 弥生」沿剥片 、 土師器J卜 、 J蒻＆片 、 i'f磁） ＇
，
．

、 プ リ ン ト
柄磁 器J',·、 陶 器 片 、 ］、し＼糀石）',· 、 上↑やな ど が 出 」； し た 。 プ リ ン ト 柄
磁器）「 と ヒ竹：以外は 混人品 と 打 え て い る 。 逍物は い ず れ も 似I 化 し
う る 物では な か っ た。
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陥貨色.I: < IJI 11 I , 小 Ill遺物令(.;)
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( S = l/40) 1SX 10土層断面Fig. 44 

1SD16 (Fig. 39) 
調fr.Iメ：汁i側 で約5 . 5 tn 分 を 検 Ill し た。 J:.軸の傾 さ は N 7 -E を iltlJ り 、 1SD15に切 ら れ て い る 。 J'I!. ヒは地

山 の 灰 色枯鉗 I. と I'< ]A, の 褐 色 Iこか ら 成 る りtーの枇介 I:で 、 1 SD1 5 よ り 色調か1111い和度であ っ た 。 』刈 代の結
米 、 竹 製の暗出 を 確�. し た。 竹 材 は 1紺 J収が進み、 底 部 を 残 す の み であ っ た こ の た め こ の遺構は 近現代の
物 と 判 断 し た。

こ の逍構か ら の /11 土逍物は な か っ た 。
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淑数,:�糾r i l l遺跡 ( l 次1;1/l介）
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域数 1:b的 I l l遺�fl・ ( I 次，悶 It)

1SD17 (Fig. 39) 
調代区 ,trnm で約3 . 4 m 分 を検I I I し な £軸の傾 き は N- !"i -E を iJUJ リ 、 1 SD16 と ほぼ平行 と な る o .t.111. tの

状 況 も 111) じ であ っ た た め近現代の追Hit と 判 断 し 、 粘代は 行 っ て い な い 。
L記の理1 1 1か ら I l l I". 辿物は不明 であ る ．

井戸
1SE12 (Fig. 39) 

調ft!メ」�i !rm で検/I I さ れ た 、 Jり 凡長 ）j 形の逍構であ る 北側 に 1 SX10 · lSKl 1 が位 ；；,,1 す る 。 !« 軸約2 . 4 m 、

短軸約1 . 5 rn 、 i: 11111, (/)傾 き は N- 5 -W を 測 る 。 l Ill は ど!lnl り 下げ た と こ ろ で油水が 多 〈 な り *1'/fi:で さ な い
と 判 断、 作菜 を 中 断 し た� J'I\ I: は ll;'f)仮 色札'i.'i. 上のりtーであ り 、 J'll没状況 を 推 測 でさ な い。 現時 、し代 では こ の
逍楠 を 「野） j: 戸 」 と 判 断 し て い る 。

こ の 逍構か ら は 須必悩Jヤ 、 I濯j Jill 、 l: Aili器J(, 、 上 帥 悩 ）ヤ 、 黒un.fi J \「が 1,止 I I :ートし て い る 。

溜 り 状遺構
lSX 10 (Fig. 44、 Pia. 39-2-4 1 )  

調 fflん：北11111 - " I利にかけ 、 約22 . 8 m 分 を 確認 し た 。 地）Cの ）iの油に よ る と 、 こ の 辺 リ に は 池 も し く は 沼
が あ っ た と の •p: であ り 、 こ れに fl l 'り す る uf能性 し あ る 。 u汁観寮(/)粘呆、 北側 、 中 央部 、 1+叶IIIJ の 3 ケ所 に
洛 ち が確認で さ る 北側 お よ ぴ中 央部は 自 然.tfjれの後 -,父西側 と j,i]時に掘 リ 1(( し が な さ れ て い る 。 南側に
つ い て も l11J様の 堆禎状 況 を ぷ すu 逍構(7) i格 ち応（り は い ず れ も j,Jj 水が確必 で き た が、 南flllJ は 東か ら 西へ と 水
ヵq允il I I \ �  す4犬?}l·であ っ た。

こ の逍構か ら は 弥生 K器）t 、 ],l\t/11石）ヤ を数 、1試確比 し た (I)み で 、 いずれ も 図 化 し う る 物 では な か っ た 。

足跡痕跡 (Pia. 39- 1 )  
こ の 調代区では 俎構lfll北側 と 南11111 で 多 く の）i跡痕跡 を 確認、 し に 。 地 上は い ず れ も 思 色粘質 I·. - 褐 色粘牧

-1·. であ る 。 内北側 の染 中 部分 を 1 SX02 · 03 と し 1 : /\'•1観察 を 試み た が 、 い ず れ も 浅 く 、 す ぐ に 地 1 1 1 と な っ た 。
南側では1SDl 5 · 1 6/.1J辺で 多 く の 足 跡 を 確 認、 1 段 ドが っ た と こ ろ で茶褐色の溜 り 状 の部分を I S X 1 3 · J 4

と し て ,,,, 1戊 し た。 粘呆 、 Ji跡が巣 , , . し て い る の み と 判 断 し た 。 こ れ ら の 追構につい て は l SD1 !)な ど と の りJ リ
介い な ど は 不明確では あ る が、 jlµ ヒ は いず れ も 、県色粘質 lこ ～ 褐 色粘 牧 I:であ リ 、 J ,」時期の も の と 判断 し た。

...:. il ら 足跡群に つ い て は 1勺M お よ び,,: 1fli は 残 し て い な い。 逍物は 上 師 器 を 中 心 と し た も の を 1 1 1. J: し た が、

図化 し う る も の では な か っ た。

3 ) 出土遺物 (Fig. 45、 Pia. 49) 
1SK01出土遺物 (Fig. 45 、 Pia. 49) 

l は 1こr.rti 器のM、の底部）lであ る 。 底部廻転糸 りJ り 。
3 は ヒ鍋の II 秘部小） ',· であ る 。 I{. 絃状 1 1 絃 を 布 し 、 外而に は煤の付,,Vfが兄 ら れ る U

2 は l濯i 器の鉢の I I 絃部 小片であ る。 内 1/11 は ハ ケ LI が残 る が外 面は｝＄沖滅が激 し い。
4 は 11f磁!Illの 1 1 絃部I波片 であ る 。 淡 mifi. 色の索地に 明緑色の途リJ 釉 を施す。 底部付近に は 且 人が発述 し

て い る 心

5 は 丸1Gの小）ヤであ る 。 1人1 1rri r. 具ナ デ、 外 山i は 縄 II の の ち ナ デが施 さ れ て い る 。

1SK05出土遺物 (Fig. 45) 
6 は 1淵iii器の上位の 目 紬 部破片 であ る。
7 は 1.:AiJi 器の皿のJ氏部破 ） ，1- であ る 。 Ji,邸IS題l伝糸り） リ 。
8 は 1-.鍋 も し く は し製 の焙烙の底部小）ヤ であ る 。
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成数屈飴Il l遺趾 ( I 次叫1'i:)

1SK 11出土遺物 (Fig. 45) 
9 は 1-. 11輯眩） Lィ、の破片 であ る U 底部廻転糸 り） り 。

1SE12出土遺物 (Fig. 45 、 Pia. 49) 
1 0は 1-. 1l!li 器の 皿(l) 底部破 ）卜 であ る ， J.i 邸�I廻1伝糸 切 り ，

1SX04出土遺物 (Fig. 45、 P ia . 49) 
1 1 は須恵． 器の鉢の I I 秘部小） '1 であ る 。 束播系。

検出面出土遺物 (Fig. 45 、 Pia. 49) 
1 2は須必器の甕の )JI,,] 部小 片 であ る 。 外 l屑平行 タ タ キ 、 内 Ifii I, ,J 心I リ文。
13は行（息 器の＇他のIii:部破J'1 であ る 。
14は I湘Ji �;.;,のJ宛の底部破） ＇, であ る I氏部貼付け 佑&i','
15は l·. 11ifi器の 1111 のJi'邸IS破 ），1- で あ る n /)'碍這転糸りJ り 。
1 6は L:. 師 器の鉢 も し く は 品: 1 1 枯の 上鍋の 1 1 絃部小 ） ヤ であ る 。 外 lrriに は 煤が付滸 し て い る
1 7 - 19は I:鍋 の 1 1 絃部小 J卜 であ る 。 い ず れ も 」 ；．紐状の 1 1 枯 を イiす る 。
20は比器坑の 1 1 素次部小）ヤであ る。

2 1 は Jし器J宛の）j師II破）ヤであ る 。 l祁滅が激 し く 、 内 血の必黒が}{(_ 1ffi に 現れ て い る 。
22は j心器の鉢の 1 1 糸次部小）',· であ る 。
'.tiは ,· , 磁の小碗のI」

・
［部であ る ，， 外 lfli泊j 台 部分は 無釉。 内 1(1i は 翡 台径よ り 小 さ い 円 l閻 を イiす る が 、 沈線状

の部分と 1 段l'llJ ら れ た よ う に 兄 え る 部分 と があ る 乳灰 色の索地に ,'i"味 を イ［す が蜀 ） た 釉 を 施 し て い る
24は り 磁の碗の 1 1 絃許IS小）',· であ る し 仏J i而に は ） ',· り）彫 と 沈線に よ り 文様が施 さ れ て い る 。 外 rt1 1 に は 細 し 、 n

人が発迷 し 、 1 I H/flSの 釉 は 1科滅の為か傷 ん で い る 。 淡I火 色の索地に llf'r緑 色の返 明 釉 を 施 し て い る 。 心泉糸
か。

25は 青磁の碗の）戊部小） ',· であ る 0 ,,、l lflf 兄込に 化文の ス タ ン フ を 施 し て い る 。 淡茶灰色のょ地に緑 h色の
透 明釉 を 施 し て い る 。 釉 は 内 外血 と も に 甘入が発達 し て い る 。

26は 石錐の 軸部 と 息 わ れ る f波 ） 「 であ る 。 サ ヌ カ イ 1、 製。
27はハi族の）JIり部 ） ヤ であ る 。 !.l.\'lifn,<;製。
28はイi 包丁 であ る 。 一 部 を 欠mす る がほ ぼ’必M で、 ）J 部 は 11、Jt•りす る 。 使 川 痕 は は と ん ど観烈で さ な い。

輝緑凝I火W製。

4 ) 小結
..:. の調1l:Iメ．は蔵数 I r政 l·.に 所在す る 似J-:.- 古J-i'I時代の蔵数辿跡の），FJ絃部に あ た る。 検II I時に i'I I ·I: し た 弥

,,� 時代のイi器は こ こ か ら の流 人 品 で あ ろ う 。 検I l l時 に採集 さ れ な 中ilt辿物は ぶ: I: に b Ir」時期の も の が 見 ら
れ た た め 、 こ れに 起 lk.lす る も の と 打 え ら れ る . J SK l J ・ 1SE 12は 1 SX 1 0の Ur� J-軋 Kの下か ら 検Ill さ れて い る
が 、 雌構出 r.(J)逍物は総 じ て 小）ヤで数 も 少 な い た め 限足 し う る も の では な いn

蔵数地lメ: は 、 中 111:戦旧時代 、 坂 束 、'f;熊野神社の三光坊 な る 人物が蔵数に 1附）j を 設け 、 1怜1兵を抱え ）l邸り間
造寺氏 と 対吃 し 滅ぽ さ れ た と い う 1ぷIt(があ る 。 こ こ は三i猪荘 西牟 lf l 郷に 近 く 、 中 1 11:JlJJ に は 芝 光坊に 代及 さ
れ る よ う な他勢）J を 浮条 ）成す る よ う な 存在があ っ た と 想像 で さ る 。

近 111:に な る と 蔵数周 辺 では溜め池の建設や 水路の l)tJ 削 に 伴い 股地が開発 さ れ て い 〈 。 』l1j 牡区西側 を 流れ
る境川 は）Hi(批 （ 松）も溜池、 1 754) を 水j/J1t と し 、 餅J ff. 区 を 潤 し て い た 水路は 人·堤や河原池 (�堤年代は If,
明 だが と も に 湘政期） を 水源 と し て い る 。 蔵数周辺の I開発 が元禄期 ( 1 688- 1 10:n よ り 前に 始め ら れ て い
る が 、 こ の時期の 水 田 開 発 に fl' ぅ t砂の移動の 11J能性は 、 1 SX 10 の埋 I:状況や地元の方の 、 こ の付近に 池 も
し 〈 は 沼が あ っ た と い う 話か ら 低い と 息わ れ る 。

本澗芥区 に お い て は 人 (/) 11:. 活痕跡は 認め ら れた が、 そ れ 以外は 判断す る こ と がで き な い。 た ば 水 ru化す
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る 際の 上 は 蔵 数 1r1浚上か ら も な ら さ れ た と い う 推論の み の 結 呆 であ る 。

{:/� り t献I
1』 I l l 乙次関I r仄ft,松 1り(-1屈 I 叫
炉し 侶屯も 「蔵数iUHt f,. ノ ,j,.it{V�の関介J
m.1.t d1 史 紺 さ ん ti H 会 「筑iか1, 史J

19郎 筑It巾教'ftfJH� ・ 汎後邪 L史研‘だ会
lf)!l!I 筑1もI,牧tr委II令
19りH 筑!�,I,
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蔵数i:.\•i, 1 rlinf-4. t 1 次潤't'rl

Tab. 1 1  蔵数島崎田遺跡 遺構一覧
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Tab. 1 2  蔵数島崎田遺跡 出土土器一覧
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第 4 章 糸K 韮、1 1 1-1 1-- 1

今 1111の ，�.'.J介は 、 北 と 南の地/( でそ の様朴 l に 述 い を 兄いだせ る
北HIIJ 2 逍跡 （ 熊野水町遣跡、 1磁数 島崎11 1 逍跡） に お い て は 中 lltに さ かのばれそ う な追構は 無 〈 、 近代の

所哨 と 、思 わ れ る 逍構が中心であ る 。 こ れ は 小報併で も 辿へ て い る よ う に 、 H11漑施設の允火に 伴 う iii数集•洛
( Jじ）1:切数） の移動 と こ れ に 伴 う 開発に 山米-4 る L O-) と 月え ら れ る ，

・ ）j 1t411lll の 3 迅跡 （熊野松 ノ ド逍跡 、 熊野 Ti.反 1 1 1 追帥 、 熊野＇（り ノ 後逍跡） か ら は 中 Ill·逍物が 多 く I I 1 -t: し 、

,H側 に イヽi. ir,· す る 坂火 、り熊野神社 （ りtに 「 熊野神礼 と 呼ばれ ん ） と そ の神 ·1 :,; 、'i= • 坂 米 、） と の 関連が想定 さ れ
る 。 J収束 Nは仏教 k帥 . J此澄に よ る fill紐伝1fx を イiす る 、� 院 で、 明治以前は 熊 野 県 治 は 坂 求寸•村 と も 祢 し て
い る 。 よ た 熊 野神朴 初期の文 淋に お い て も [ 」)人 束寸；村」 と し ヽ う 記述が 見 ら れ る た め 、 熊野神 社 よ り IJ 創姓
は 山 い と り え ら れ る 。 · hの熊野�,, t上は 1ム 川 �Eが熊野什領 と な ） に 保延 4 年 ( 1 1 :38) 以陥に餅�11111 さ れ た も
の で 、 戦I吋 期 に 式 Kの横領に よ り ｝ム） 1 1 �EがJJ\)壊す る ま でそ の 中心 と し て 勢）J を ，、分 ） て い る ， し か し な が ら 、

介 1 1 川 流城に お し 、 て J収 束 、『熊野神朴 に 関す る ）j如化の伝;fo:は な く 、 ..:. JL ら 3 追跡の 成呆は広い 、Q, 11人 での文化
財の·� 1·1地•：じ であ ） た 該 ’り 地に お い て の i「じ炭 な 成米 であ J f. と い え .t ') 。 に た、 叫 介lメ．か狭小 な た め 、 そ
の性格や細か な時JりJ 判 迫 ま で は I l l 米 な い (/)か難点 と な ） て い る

はJld祁�'iJ ・Jijfiは今後介 1 1 川 L流 と Ji:£数 ri· 陵北部 (.i'�川 流域） に 沿 1 て進め ら れ る f定 と な ） て お り 、 こ
れ か ら 先に刑蔵 文化IIれが新 た に 確認さ れ る 11f能性があ る 今11 11の閲介．は 今 後 ...: (/)地域の叫I ftが尖施さ れ る
際に 逍跡の時代背 品 を り え る ための 1 つの指椋 と な り 、 介1 1 1 1明確に 1 1 1 米 な か ） た 報竹逍跡の竹格＾，怜；が削lリ I
さ れ る •Ji を 閲H、� し 、 今 1111 の 報竹 と し た い。

I ti・］
「恥l!. S熊IJlt"/III H 」 と は 、 rl1 内に 多 く (/(1 「 る 「熊野M1 1i: J と '"'· りIH る I,:め熊野!k /!,<I) 1 1 1 称であ ＇ヽ た 「坂りt 叫·I 」 (/)地名 を叫に冠し

た Iー I ) で、 熊,m11.の 心t叶称では なし 、

I� り い献I
汎伐Ii り県い ん 1...111 介 . � r訊10,IJ 史J 筑怜111 1)息い が叫 仝 l'lり5

6:-l 



P L A T E  

凡 例

辿物'I包lぷ下 の 番 けは 、 以下 の と お り で あ る 。

1 0 - 1 

/1 Fig番 サ 辿物番号



Pia. 1 

l 熊野水町遺跡 全it (東か ら ）

2 熊野水町遺跡 A 区 全景 （上か ら ）



2 熊野水町遺跡 c 区 全景 （上か ら ）

Pia. 2 



Pia. 3 

ー 熊野水町遺跡 1SK01検出状況 （北か ら ）

2
 

熊野水町遺跡 1SK01土屈断面 （南か ら）
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l 熊野水町遺跡 1SD05土陥断面 （南か ら ）

2 熊野水町遺跡 1SD05竹製暗渠出土状況 （南か ら ）

Pia. 6 



Pia. 7 

ー 熊野水町遺跡 1SD10土層断面 （西か ら ）

2
 

熊野水町遺跡 1SD 10完掘状況 （西か ら ）



Pia. 8 

• ..J 

1 熊野水町遺跡 1SD25土陪断面 （北か ら ）

2 熊野水町遺跡 1SD25完掘状況 （北か ら ）



Pia. 9 

ー 熊野水町遺跡 1SD30土層断面 （北か ら ）

2
 

熊野水町遺跡 1SD30完掘状況 （北か ら ）



Pia. 1 0  

、 _

，，，． 
“9‘

 

ー

1 熊野水町遺跡 1SD35土屈断面 （北か ら）

2 熊野水町遺跡 1SD35完掘状況 （北か ら ）



Pia. 1 1 
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l 熊野水町遺跡 出土遺物



2 熊野松 ノ 下遺跡 鯛査区遠景 空中写真 （真上から）

Pia .  1 2  



Pia. 1 3  

ー

熊野松ノ 下遺跡 1SD2土暦断面状況 （東か ら ）



l 熊野松 ノ 下遺跡

2 熊野松 ノ 下遺跡 1SD4中央ペル ト 土麿断面状況 （西か ら）

Pia. 1 4  



Pia. 1 5  

熊野松 ノ 下遺跡 1SD4西ペル ト 土層断面状況 （西か ら）

2 熊野松 ノ 下遺跡 1SD5東ペル ト 土層断面状況 （西か ら ）



Pia. 1 6  

' ii 
熊野松 ノ 下遺跡 1SD5中央ペル ト 土層断面状況 （西か ら ）

2
 



Pia. 1 7  

1!1 1 

l!l 2 

1\1 :l 

l!I � 

1 熊野松 ノ 下遺跡 出土遺物

Ill !i 



1 熊野五反田遺跡 全景 （上か ら ）

Pia. 1 8  



Pia. 1 9  

,/ 

熊野五反田遺跡 1SD01土囮断面 （西から）ー

2
 

熊野五反田遺跡 lSDOl完掘状況 （西か ら ）



Pia. 20 

熊野五反田遺跡 1SX05土隔断面 （西か ら ）

、fl参●

翌�j
.. , 軍' .ュ—:-i.t .... 、

熊野五反田遺跡 1SX05完掘状況 （東から）2
 



Pia. 2 1  

1 熊野五反田遺跡 1SD02完掘状況 （北か ら ）

2 熊野五反田遺跡 1SK03完掘状況 （南西か ら ）



Pia. 22 

ー - -— .. 一- __;r 

熊野五反田遺跡 1SX04完掘状況 （南か ら ）



Pia. 23 

2ti 2 
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27・ I

:,:7 :.: 

�8 11a 

l 熊野五反田遺跡 出土遺物

21! 25 

l8 :n 



2 熊野宮 ノ 後遺跡 調査区遠景 空中写真 （東か ら ）

Pia. 24 



Pia. 25 

1 熊野宮 ノ 後遺跡 A 調査区全暴 空中写真 （上が北）

2 熊野宮 ノ 後遺跡 B 鯛査区東側 空中写真 （上が北）

3 熊野宮 ノ 後遺跡 B 罰査区西側 お よ び C 鯛査区全景 空中写真 （上が北）



1 熊野宮 ノ 後遺跡 表土除去作業状況 （東か ら ）

2 熊野宮 ノ 後遺跡 A 調査区 ： 荒水状況 （西か ら ）

Pia. 26 



Pia. 27 

1 熊野宮 ノ後遺跡 B 鯛査区 ： 作業状況 （南か ら ）

2
 



Pia. 28 

1 熊野宮 ノ 後遺跡 B 罰査区 ： 1SD03土陥断面状況 （北か ら）

ー�
ノ’

2 熊野宮 ノ 後遺跡 B 罰査区 ： 1SD04土層断面状況 （北か ら ）



Pia. 29 

l 熊野宮 ノ 後遺跡 B 罰査区 ： 1SD08 · 09土層断面状況 （北から）
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2 熊野宮 ノ 後遺跡 B 鯛査区 ： 1SD 10土函断面状況 （北か ら）



l 熊野宮 ノ 後遺跡 B 鯛査区 ： 1SX07東壁土層断面状況 （西か ら）

•ヽ 一,. 

2 熊野宮 ノ 後遺跡 B 罰査区 ： 1SX07北壁士層断面状況 （南か ら ）

Pia. 30 

�----



Pia. 3 1  

1 熊野宮 ノ 後遺跡 B 調査区 ： 1SK02土層断面状況 （南西か ら ）



Pia. 32 

ー

2 熊野宮 ノ 後遺跡 B 罰査区 ： 不明痕跡③
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1 熊野宮 ノ 後遺跡 出土遺物①
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36 2 1  

37-29 

36 18 

36 22 

36-26 

37 3(1 

1 熊野宮 ノ 後遺跡 出土遺物②

Pia. 34 

36 19 36·20 

36 2:1 3fi·24 

36 27 37-21! 

:i? 31 37· 32 



Pia. 3 5  

;11具:1:1

37 -37 

37· 41  

37"45 
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